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新世紀における彩り豊かな県民文化を創造するためには、先人たちが

幾多の苦難を乗り越えて守り、現代に生きる私たちに伝え残してくれた

数多くの貴重な文化遺産を保護し、適切な活用を図る努力が不可欠で、あ

ります。

本教育委員会では県民と一体となって各様施策の展開に積極的に取り

組んでおります。

この度、緊急地方道路整備事業象潟矢島線に係る御議公函館跡の発掘

調査を実施しました。調査の結果、中世域館の一端が確認され、また縄

文時代や近世における生活の痕跡も僅かに検出されました。

この発掘調査報告書が、本県の歴史を正しく理解していく上での一助

となれば幸甚に存じます。

最後に、本調査の実施ならびに本書の刊行に際し、ご理解とご協力を

賜りました秋田県由利建設事務所、象潟町、象潟町教育委員会をはじめ、

関係各位に対し深甚なる感謝の意を表します。

平成 13年 3月

秋田県教育委員会

長小野寺 清
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1. 本書は、緊急地方道路整備事業象潟矢島線に係る、秋田県由利郡象潟町字横山 138外に所在する

御嶺公園館跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 本遺跡の発掘調査は、 1999(平成11)年6月γ日から 10月13日まで秋田県教育委員会が実施した口

3. 調査の内容については、すでにその一部が f御嶺公園館跡発掘調査資料Jおよび平成11年度開く

田県坦蔵文化財発掘調査報告会資料J や平成 11 年度『秋田県埋蔵文化財センタ一年割~ 18J~ などに

よって公表されているが、本報告書を正式なものとする。

4. 本書に使用した地図は、建設省国土地理院発行1:25ヲ000地形図「象潟Jr小砂J1!J、向上50，000

地形図「象j郎、 j車両産業省工業技術院地質調査所発行1:50、000地質問「象潟J、秋田県r11手IJ建設

事務所提供の1:50.000地形図「秋田県出利建設事務所管内図J、向上1.000地形図「主要地方道象

潟矢島線繋備工事測量成果半面図Jである。

に
U に使用し と地形図の一部は、株式会社シン技術コンサルに空中写真測量委託した

ものである 0

6. 本書に使用したグリッド配置図は、株式会社風間設計に水準測量および方限杭設置委託したもの

である。

7. 本書に使用した土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人円本色彩研究所

色票監修『新版標準土色IIJr'lj 1999年版に拠った。

3 本遺跡の出土試料に関する自然科学分析は、パリノーサーヴェイ株式会社に委託し、その結果報

を本書第5章「自然科学的分析j として編集し、掲載した。

9. 本書の草稿執筆は、下記のように分担した。

1輩、第3章の第l節・第2節、第4章、第6章.......................一・・・….............……一.....小林芳行

第2章の第1節・第2節...一一.............一一............................................................佐々木政任

第2主主の第3節...............................….............一…・ー・・・・・・・…・…一.......一.....太田 岡0・佐藤茂樹

第3章の第3節..一…・…・・・・・・・・・・・・・・・一..........……...........................................……一....• [Lp=t 徹

10. 本書の編集は、本間美紀子の協力を得て、小林芳行が行った。
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凡例

1. 本書に収載した地図及び遺構実測図に付した方位は、国家座標第X系による座標北を示す。本選

跡のグリッド杭座標原点MA50(X=-88γ03.9730，Y =-7877 4.529)とした位置における腔椋北と磁北

との偏角は酉偏T 40' である。

2.各遺構・遺物に付している略記号は下記のとおりである。

遺構 SD:空堀跡・溝跡 SF:土皇 SK:土坑 SKP:柱穴様ピット

SX:その他の遺構

遺物 S:機

3. 遺構番号は、種類に関係なく検出版に通し番号を付した。

4. 遺稿の計測値のうち、深さについては確認面から最深部までの計測値とした。

5. 遺物実測関の番号は、各頁毎に一連番号を1'Jし、 j毒物観察表、写真図版とも対応できるようにな

っている。ただし、実測図もしくは写真図版のみの掲載とした遺物もある口

6. 遺物観察表中のj去最計測{直については、遺物の各計測部位が一部欠損している場合は計測値に() 

を付し、推定値とした口

7. 土層番号に用し hた数字は、ローマ数字を遺跡基本土層に、算用数字を遺構土層に使用して区別し

た。

8. 挿図に使用したスクリーントーンは、下記のとおりである。それ以外については各挿図中に凡例

を示しである。

i出111 炭化物

現代の水路跡 I I整地層 S 1の加工痕

I 非実測域
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第 1章はじめに

第2節 調 査 要 項

]き 跡 名

所 在 土自

調 期間

3周 商

調 体者

j周 担当者

総 務担当者

御議公園館跡(みたけこうえんたであと)(遺跡略号 6MTKET) 

秋田県由利郡象潟町字横UJ138外

平成11年6月7日'"'-'10月13日

8.400ぱ

秋田県教育委員会

小林芳行(秋田県埋蔵文化財ーセンター調査課

111 中 徹(秋田県埋蔵文化財センター調査課 非常勤職員)

(現秋岡県立大館桂高等学校教諭)

佐々木政任(秋同県埋蔵文化財センター調査課非常勤職員)

(平成12年3月退職)

太 田 !劇(秋同県埋蔵文化財センター調査課非常勤職員)

佐藤茂樹(秋出県埋蔵文北ß~-センター調査諜非常勤職員)

(平成12年3月退職)

原 晃(秋田県埋蔵文化財センター総務課主査)

(現秋田県立横手工業高等学校事務長補佐)

佐々木敬隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課

八文字 隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課

調査協力機関 秋田県出利建設事務所

象潟町

象潟町教育委員会

参考文献

・秋田県出手!J土木事務所 『緊急、地方道路整備事業象潟矢島椋の概要~ 1997(平成9)年

・象潟町 『象潟町史 資料繍 1~ 1998(平成 10)年

・象潟町 『象潟町史 資料繍 II~ 1996(平成8)年

-秋田県教育委員会 f遺跡詳細分布調査報告書j 秋田県文化財調査報告書第291集 1999 (平成 11 )年
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第2 遺跡の環境

第1aiJ 遺跡の位置と立地

由利郡象潟町は秋田県沿岸最南部に位置し、北を金浦IHT、北東を仁賀保町、南を山形県飽海郡遊佐

町に接し、西に1=1 21玄海を li臨む。東西約9.6km、出北約 10.8kmで、面積約 125.09km2 (1二I~I 手Ij部内第引な)、

人口は13う880人(由利部内第2位)で、ある。

本遺跡は、羽越本語!象潟駅から-南東へ同線距離で、約1.5km、同線上浜駅から北北東約4.2kmの北緯

39
0 

11' 50"、東経139
0

55' 16" 111麓北西の台地上に立地する(第2図)。南西方向

の関析谷は、廃棄物処理場として埋め立てられており、北側は湿地-水HIとなっているつ これら間析

二討により東西約800m、市北約500mの御公園は、全体的に南北に入り組んだ地形となっている。

本遺跡の範囲は御嶺公園のほぼ全域にわたり、資区は御議公園の中央南部で、 とみられる平場

の西側斜面の一部である口

付近の主要幹線道路は、象yfJIlITを南北に縦断する 7り(以 とし 3う)から、 一般

地J'-j道鳥海公開小滝線(以下、鳥海ブルーラインという)入り口に接続する主要地方道象潟矢島綜で、

遺跡の南を東西にはしる。

第2節 遺跡周辺の地形と地質

本遺跡の自然地理学的環境

秋田県と山形県に跨り、 H本海を臨む独立111華「鳥海山J(2，236m、東北地方第2i立)の北に展開する

象潟町は、北西に低く南東に しE地形で、町の南東端飯ヶ森(l， 199rrすから西と北西に町の境界が延び

る。町の全体の標高は、約1，350m付近から北西方向へ扇状に さを減じ、 50m以上の土地が約8割を

占め、全体的にi_Li林原野が多い。残り約2割の土地のほとんどが日本海に面し、 これら低地は主に宅

地として利用されている。裾野は町を代表する 川をはじめ、いくつかの小河川によって浸食され、

上流部の鳥海国定公園では、切り開かれた険谷を確認できる。

象潟町は、北部と南部で異なる地形を呈する。この違いは地形!叉分図(第3図)において顕著である。

うとの傾斜を保った等高線の少なさが北部の特徴で、 同じ
(;¥t2) 

る。お干しれ山や白地を抱えた低丘陵地は、 象潟町北部から

同まれた領域が無数に椛認され

保町南部の巾利)京高原の範拝!に広がつ

ている。流れ山は南に位置する鳥海山の山体崩壊で形成されたものである。懐にため込んだ溶岩の土

は、 1巨!のI噴火で流I-Hする溶岩の量をはるかに凌ぎ、 120m、総体積3.5km
3もの土砂が巨大な

岩石を伴~)象潟町北部に広がった口小滝集落南端を通過して同流する )11は、河谷低地を形成して

いるが、南北に段丘面がみられず、下方侵食の開始は比較的最近と考えられる。泥流堆積物からなる

丘陵地の束には、白雪)1 1沖積低地が南北に延び、東西の丘陵地を切り開いている。 r~1 I1は上流で原

状i也を形成し、 Jl!沿いには発電所が建設されている。扇状地は横向集落と !の南方にもみられ、

この2ヵ所は侵食が著しく、扇状地本来の地JT5はほとんど確認できない。
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第2i手遺跡の環境
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tFf2fiii ;u跡周辺のよ由形と地質
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第2主主 遺跡の環境

は典型的な円錐状火山麓である。烏海火UJ~土、沿岸良境の小砂n[地区の火山性岩石海岸と、海

岸から数百m沖までの鳥海定公尉地域を形成している口山:麓を形成した!噴火rlは4つあり、そ

れからj容岩を噴出していた。烏海山の火111活動の活発化は、中位段丘面lこ溶岩の堆積がみられること

から第四紀以降と判明している。

象潟町南部の芋rfî海岸は、!LI体の崩壊によるものでなく、流れ出した溶岩が11~リ妥海に到達したこと

による。 大須郷集落の位置する段丘i訴は、岩石海岸の海への張り出しと海岸線に沿った波食崖から、

海岸段正面に該晶子守する。侵食を受けた痕跡は、上浜駅の北東約lkmから小砂川駅の東方約300mにかけ

ての約4.5kmにもみられ、地殻変動で地盤が隆起したことがうかがえる。小1沙JIl海岸の断層崖は鳥海

火山帯の断層群の百:で、大地の営みの強大さを示すのに十分な景観である c 波や風'~L.沿岸に高さ

3---6m程の砂11:を象潟海岸から大砂JI!までの汀線に並行して形成した。大砂JIIの海岸線は、砂浜とし

て維持されていることから、新しい溶芋?の進出は及ばなかったと考えられる。 )l!袋集落がのる 1

に対してほぼ直交しているため、古期河岸段11:の可能性が高い口

にある。傾斜は A賞して東から jJtjへ低くなっ

ている。言状台地全体が館跡と考えられているが、今回の調査は館跡として地JlJを判断する

部に位置する区域が対象であった。調査{又東側の主草ISは、 んで'lmi言くなる程度で、結やかな傾

斜を保つγ に近い尾根に位置したとされる。実際に周辺地の踏査で

できた。古状台地南側の斜面は険しく、志;図的に高uった{切岸)可能性もあるが、今何は調斉区タトのた

め明らかにされていない。このような周回の標高から i段高く、切り立った斜面に続報斜を

は、城館の立地に好適といえるり

北西端l主流水の侵食により、 1m析:汗を形成している G この析谷は調査区北西端の境界カ斗ら約50m

西方で廃棄物処理場として埋め立てられ、一部を残し本来の地形は覆い憶されている。処理場のさら

に西は崖になっていて、日本海を見渡せる。精査のために調査区北西部を掘り下げたところ、間析谷

の延長と思われるU字形の斜面があらわれた。段を構築するために;埋め立てたとみられる堆積物の層

は最大約2mtこ達していた。この深度は一般的な象潟泥流堆積物の層惇にはるかに及ばないが、後述

する諸事象による結果と思われる。

2 本遺跡の地質学的環境

秋田県沿岸南部仁賀保町から象潟町にかけて、下位から、新第三紀中新tl:tの青沢層・女}I[層・船川

新第三紀鮮新tl:l~の天徳寺層. l'主i司層、第四紀更新-11その同居層が基躍として堆積し所々

L[Jがみられる。象潟町北部は、 を象潟泥流堆積物が最!辛屑 i

南部は鳥海火山の噴出物に覆われている口断層崖などの大きな地形

小規模地形は火山噴出物などの性質を反映している。

を占めているバ

に支配され、

当地域は、グリーンタフの秋田油田に属する。油田の構造運動は船川階後期1に始まり、天徳寺階初

期を主動期とし、次いで数回の後続的構造運動を繰り返して、潟西階前に終わったもので¥出羽正面)

と呼ばれている。この変動が造陸と造盆の分化運動、すなわち隆起と沈降の相反する運動を生じ、そ

の境界に街上断層を生じている。これらの運動の中には主動期で、終わった構造と、長期にわたって活

動したとみられる構造がある。

秋田県沿岸南部から山形県沿岸北部地域は、直径束西26km、南北14kmを基底部とする火山体

-6 



第2節遺跡周辺の地形と地質
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j器棚;の環境5fJ2~j: 

る火山は、形成の噴火活動の影響を受けている。鳥海国定公匡i区域と範四をほぼ同じく
(riI:5) ← ぬ，、 .(;il~ G) "_， . (dlJl (託只)

鳥海初期火山、 tijyfIJ LLr、猿穴火111、東鳥海LLrの4火山体から構成されている

海U-!j 

もされたJ!li1に、

rll-~ )鳥海初期火山のI噴出物の一部は、仁|二!位段丘堆積物によって覆われていることから、火山活動の開

鳥海初期J火山は解析が進行し、西j出師、猿J'(と京鳥海において始は第四紀更新世末期と推定される

それらの l噴出物が一部互層をなしているので、活動時期は地質学I~!守にほとんど同じで、更新 i山設は、

末期から現世に山体は形成されたといえる。

として中央火口からの溶行と火砕右の交互!噴jli鳥海!LIを構成する4火山体の形成期においては、

るであったョ活動末期になると、鳥海111と束鳥海山ではrJ-l体の崩壊量が火υからの噴出量を

崩壊によって流れ出た土砂は、泥流堆積物として主に鳥海山の北側に丘陵地をつくってようになる

()~ は最大12Umで、堆積物いてJ巴握できるこの分布状~)~は地質!立I 図}にいる

5km'で、ある。西部及ぴ北部さは5Um内外で、く、東部5u-----12Umと6Umと

の泥流Jft積物の末端と、象潟O>i深低地には多くの流れ!J!がみられ、fI古i々 の 大き さは よと、 記400m

、っ以内である。ほとんど1m以下で、不規則な形をした安山岩礁からなり、火山灰の基質を

このを構成し、大小の安!Ir岩溶岩を内包している!L!体の崩壊は、象潟泥流Jt主演物とし

「男鹿石Jに対して、LlI;形県沿岸北部のi女主鹿から「女鹿石{烏ー海子山11 i
I

;-溶おは、男鹿寒風I-Liの

昭和40年以前にさ*1-ている。まと呼ばれ、秋田ー山形県;境の三111奇付近でも庭イゴとして採掘、

沈殿:IJ主の褐鉄鉱床が小規模ながら数カ所で、採掘されていたことがある。本調査において、両側斜面の

がうある」砂質地山(2.5三'R6/8、H月黄褐色一一上)面で、確認された般化砂鉄塊からも、鉄分に

は硫黄の採掘もおこなわれていた。このほか、

の古環境

カミカ1える

3 

した象潟泥流堆積物は、縄文海進H寺のスムース会海岸線を乱し、金主11‘Ji出毎U-I爆裂火i二!から

に覆われていないこ出部を形成している。象潟泥流堆積物の泥流丘はすべて火山灰・ロ

した埋もとから、形成年代は新しいと推測される。加藤(1977、1978)は象潟町の泥流体積物1=1=1から

れ木3個体について、炭素同位体年代測定法で、泥流堆積物の形成年代を約2う600年前としてよいと
uえ9) • ... ..._.. (長1:10)

している。その後、年報i年代測定により紀元前466年とし hう測定結果が提示された。

これ以前の遺跡は地下深くにi埋没したことになる。

鳥海火山の山体の崩壊による泥流の発生は、象潟町北部における縄文時代晩期以前の遺構・造物発見

例が少なし

し、以上から、象潟泥流は縄文時代晩期に

した l 片の縄文時代娩真Ijの土器は年代I~せに一致するが、のlつといえる。本調査で出

H:¥さオ工てはliおしら縄文H寺代前期と判r[号した。!箱し穴から 11¥十した石t誌は、

えられる。これらは同時期につくられたとおり、すべて沢自に沿って掘られているため、

縄文時代前期の遺構が、層)享50m以上もの泥流堆積物であるのに、わずか2m程度の掘り下げで確

認できたことには以下の自然的、人為的要因が関係する。

金浦町まで延びる泥流堆積物は、御獄公留の北で、途切れ、緩い扇状地状の等高線を捉i~ iているため、

この古代河川の支流が現千五の御獄公開!を南北に入り組んだ地形にし、

特に沢日に沿っては相当の下方侵食があったと推測される。また、自然科学の結果によると、鎌

古代河川の存在が考えられる。

現代の地形改変で削ムドされた可能性を唆している。地

きはじめるl-j-I一位以降にそこで生活する人を束縛するものであるから、城館を

-o-

ける制約は、

永」叩期[J 

JUから



第2節遺跡周辺の地1r;と地質

地形改変の努力があったことは想像に難くない。

象むよ;泥流堆積物の I~l地に、象潟訪日と[l子ばれる景勝地が形成されたことも特筆すべき点である。 3 ラ 000

年B.P.前後の小海退から2，000年前後の海進に伴い、水域面積が拡大しそれに並行して象潟湖西岸

が砂丘や浜堤によって閉塞され、象潟湖は完成j鳴を迎えた。このような汽水湖は港(湊)として利用さ

れる事例が多く、青森県十三湖は、北東北の H本海側で 15~llt紀前半まで勢力を保っていた安東氏の拠

として有名で、ある。

」の水域は急速に埋積され、一部淡水化した所もあったが、江戸期まで大体河様な環境が維持され

た。完成後の象潟湖は、地表約1m前後の部分に含まれる貝化石によって示されるように、非常に浅い

状態が続いた。地表下約1m前後の貝殻の14C年代は1司000年B.P.より若い。しかし、この上に約1m

の堆積物があり、かつi理起直前の水深が約1mあったとすれば、象潟WifJは完成以後2m程度沈降したか、

徐々にあるいは何回かに分かれて継続したものと思われる。そのため象潟湖は期積しつくされること

なく存在した。流れLLIが象潟市!で、宗1mを誇った様子は、蛇rttli寺所)誌の絵地図に描かれている。

この潟抑jを消滅させたのが、 1804年7PJ 10日(文化元年6)=]4日)に発生したマグニチュード 71

の象潟地震であった。この地震は、鳥海111の西麓を2m隆起させ、仁賀保町から金秘密Iまでは海岸線を

最大300mも後退させている口

4 本遺跡の人文地理学的環境

気候は本県で最も漏暖な地域であることから、桜のi菊花が最も早い。特にタブノキ・オオパグミ・

カラスザンショウ等は、IP1IlITが自生の北限とみられている。 本格的な冬は12月以降で、積雪量は1111習

部を除いて最深30cm前後と少ない。これは象潟iJ:j:lに北 tしてくる暖流を飛島u出田市)が遮ることで、

沿岸よりに流路を変えているためとされている。町の北東境界に並行して北流する鳥越川上流域から

中流域にかけて、天然記念物の獅子ヶ鼻湿原を有し、希少種の動植物の生息が知られている。鳥海111

麓の湧水は強酸性だが、自生するブナの原生林が中和し、良質の水になっている口地下の伏流水は直

按日本海に到達し、全国的に珍しい「岩牡蝋j の生育条件のひとつとなっている。

第1次産業では、農業・漁業・林業がある。農業は稲作中心で、低地と斜閣の段状に整地された水
(百115)

出でおこなわれている。古来、冷たい水に悩まされてきたが、 も珍しい温水路の建設で、低温
(註16)

による水稲の被害を最小限におさえている。このような米に対する真剣な姿勢が、腐れ米の少な

さにあらわれていたといえよう。漁業で最も特徴的なのが夏場の「岩牡蝦j 漁である。鳥海山の伏流

水が、直接牡臓の生育場所に流れ込む好適な条符二が整っている。牡麟以外では、イカ・サケ・タラな

ど通年にわたってさまざまな魚介類が水揚げされる。

第2次産業の代表格はTDK株式会社(以下、 TD rくという)で、本荘市・由利郡を母体とし、カセ

ットテープ製造などで全国的に知られている。交通の利便性から、主に国道7号沿いに工場を展開し

ている。地元の代表的な企業であり、市郡全体で支援する体制がとられている。このため象潟出Jにお

ける第2次産業への就業者の多くは、 TDKを就業先としている場合が多い。

第3次産業では、主な観光資源として、小砂川海岸の大小の奇岩、鳥海山登山、鳥海ブ、ルーライン、

天然記念物の九十九鳥、同じく天然記念物の獅子ヶ鼻湿原などが挙げられる。サービス業では、国道

ア弓の物流の相乗効果をねらった宿泊施設や飲食応などの数が多い口

区内の主な土地利用は、畑地・山林・道路である。 調査区に点在する畑地は、戦前ー戦後に

-9-
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料確保のために拓かれたが、現在 lま数ïI可の兼業農家が !~I 給用の農作物を栽培するのみである。土地の

ほとんどは未整備で、荒れよ也と化している。調査以南を南i西から北東方向に抜ける道路([n日立)は生活道

路であるものの、利用頻度は少なし ho これら以外は山林となっていて、整然と植樹されている。 樹種

のほとんどは杉で、樹齢は20"'-'30年である。南北の境界外は水田として整怖され、 111肌に連なる段々

の区画は新緑によく映えるむ

第3節歴史的環境

御獄公園館跡が所在する象訴11f1Tは、鳥海1-11と日本海に挟まれ、その地形は鳥海山の無数の噴火活動

と、長い年月の風化作用によって形成されたものである。このような臼然環境の象潟町には、縄丈時

代から近世にかけての遺跡が~)くつか確認されている。これら遺跡の分布は、奈曽川流域よりも南側

に集中している。笹IJ5設:公i事|館wjJiがある奈曽川流域より北の地域では縄文時代以前の遺跡はほとんど確

認されていないのこの地域は、今から約2ヲ600年前の縄文!I寺代11漁期にあった鳥海山の!噴火で崩壊した

山部が泥流となって流れ込んだといわれているところである。したがって、縄文時代後五月以前の遺跡

は泥流の 1，.になっていると考えられ、遺跡の確認が困難であるが、縄文11免期以降の遺跡は確認される

可能性がある。

現在、象潟町ーで、11::1石器時代の遺跡は確認されていな(.， Io しかし、問石器時代の遺跡や遺物は、近接

の間目町、矢島町、鳥海町で確認されており、象潟i可においても泥流に覆われていない奈曽川よりも

南側の地域では、将来確認される可能性がある。

縄文時代の代表的な遺跡では、上熊ノ沢遺跡、ヲフキ遺跡がある。この2ヵ所の遺跡は、共に大砂

川地区民免震道整備事業に係る緊急発掘調査として、 1989(平成元)年に実施されたものである。上熊

ノ沢遺跡では、縄文中期末葉から後期初頭のものとみられる複式炉を有する竪穴住居跡が11i!Ff検出さ

れ、また縄文各期にわたる土器が出土した。ヲフキ遺跡では、縄文時代前期のものとみられる土坑墓

や土器埋設遺構などが検出され、縄文時代前期の土器・石器などが出土した口また、ヲフキ遺跡は、

1999(平成11)年にも秋田県教育委員会による発掘調査が行われ、縄文時代中期の石図い炉を有する

穴住居跡、縄文時代後期のものとみられる掘立柱建物跡などが検出さ右足。他にも、 f秋田県遺跡地図

(中央版)j には、縄文時代の遺跡として収載されている遺跡が16ヵ所良。

弥生時代の遺跡としては、水越遺跡や1989(平成元)年に発掘調査が行われた上熊ノ沢遺跡がある。

上熊ノ沢遺跡では、弥生時代初頭の竪穴住肘w~;l 軒が検出され、弥生時代初頭の土器が出土した。

古墳時代の遺跡としては、管ケ崎古墳があったと同¥場所は金環、管玉が出土している大砂川地

区であろうと伝えられているが、正確にはわかっていなし ho

奈良・平安時代の遺跡としては、奈良・平安期にわたる製塩遺跡であるカウヤ遺跡、平安時代の遺

物が発見されたヲフキ遺跡がある。カウヤ遺跡は、国道7号改良工事(小砂川バイパス建設事業)に伴

し)， 1984(昭和59)年と 1985(昭和60)年にわたって調査され、製温遺構と思われる炉や焼一上遺構7基

が検出され、製堀土器が出土した。奈良時代の秋田では、ア12(和銅5)年に出羽国が誕生し、ア33(天平

5)年に出羽;HlIJ(後の秋問城)が秋EE1i市高清水に遷し置かれたと『続日本記Jにある白日本海沿岸の秋出

城への道筋も整備され、多賀城と現在の飽海・由不Ijの海岸地帯を通って秋田城までの街道に 11の駅家
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第3節 庶史的環境

(うまや)が設けられた口 その駅家の1つに r1r!打診(きさかた)J 駅家があったと にある o 1rl:t 

形駅家があった場所については不明であるが、秋開城跡から 11¥土した漆紙文書には、虫l:t形駅家から送

付した手紙が含まれていた口その内容によると、秋田城の役人が象潟近辺に秋田城が管理する製塩用

鉄釜の検収で出張の際、秋111城あてに他の検収物があるかどうか問~ )合わせの手紙を出したようであ

る口 この文書から鮒形駅家が実在していたこと、 カウヤ遺跡の製塩遺構が秋同城と関係していた可能

性のあることが考えられる。

中世における象潟は、 その攻防や支配に関する史料が少なく、 由利若1)全体の動きから当時をさぐる

しかなくなる。

平安時代末期から鎌倉時代の由利郡の地頭は、由利氏というのが通説である。 r仁賀保町史Jによ

ると、 1085(応徳之)年に出不lJ維安が根拠地として仁賀保町院内に山根館を き、またfNs内8ヵ所に陣代、

4ヵfrfiに を築いたとされている。その8ヵ所の陣代の1つが象潟の関古館であるとされる。

鏡Jには、 1189(文治5)年、奥州平泉追討の時、 rb利維平は、奥州軍として鎌倉方と戦い捕らえられ

るが、武人らしい振るまいが評価され、;本領安堵となり鎌倉んーに加わった。 1190(文治6)年に

泰衡の遺臣、大河次長I~兼任が 7千の兵で男鹿、秋田で反乱を起こした時、維平はこれと戦い、毛々

i丑 (現在の秋田市新屋付近) で戦死したが、 まもなく古しが平定された。 1213(建暦3)年、由利維久が

和国合戦において謀反の疑いで領地を没収され、代わりに大弐局が由利郡の地頭となった、 とし=う

述がある。

14一世主己になると、 1291 (正応4)年に由利郡に復帰した由利氏と烏海氏(安倍宗任の子孫)が争い、

1325(正中2)年、 由利政春がi主i利mr西滝沢の根城館で自 し、由利氏が滅亡した。出不Ij氏を滅ぼした

鳥海氏も 1350(正王子5)年、家臣の進藤氏、渡辺氏に滅ぼされた。 進藤、渡辺の両氏も 1363(正平18)

年に住民の反乱によって滅ぼされた。その後は、住民の陳情によって関東管領から派遣された由利十

二頭の時代となる o 1346~70(正平年間)年の象潟では、信濃小笠原氏の一族池田豊後守茂政が塩越

i成を築城し、約100年間を支配したとされる。

戦国時代に入ると、 1467(応仁元)年に由利十二頭の旗頭として仁賀保氏の祖、大井伯嘗守友挙(次の

代から仁賀保氏を名乗る)が出利郡に矢す同時に象潟は仁賀保氏の勢力下に入った。 1575(天正3)年

から仁賀保氏と矢島の大井氏との争いが、 1588(天正16)年に仁賀保氏が大井氏を滅ぼすまで13年間

続いた。 1600(慶長5)年、関ヶ原の戦いの時、仁賀保挙誠は徳川方について上杉勢と戦うが、 1602(慶

長7)年に仁賀保挙誠が常陸医!武田5千石に転封され、象潟を含めた由利郡は最上氏の支配下に入った。

これにより由利十二頭時代は終わりを げたり象潟町の中世城館として、『秋田県の中世J成長官Jでは8

ヵ所が挙げられ、 そのうち関古館(吉館)、羽越城、 関新館(新館)について記録されている。 しカミし、

この中で現存が確認されているのは塩越城だけで、 これは近世の遺構である D

江戸期に入った1622(元和8)年、最上氏はお家騒動で改易され、幕府の功!主でド野田宇都宮から

選された本多正純が移封されるがこれもわずか 1年で改易となった。 その後仁賀保挙誠が1万石とし

て由利郡にもどり、象潟の塩越館に本拠を構えた。 1626(寛永3)年に仁賀保家は3家に分かれた。象

潟は挙誠の嫡子良俊の7千石に含まれた。 1631(寛永8)年、良授が死去し嗣子がなかったため(末期蓑

子禁止令違反のため)にお家断絶となり、 鶴岡の酒井家へお預け(幕府領)となる口 1640(寛永17)年、

四国高松から生駒氏がl万石として象潟へ転封されるが、幕府による所領の入れ替えで象潟町は本荘
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第3Hil ):正史的環境

藩六~nrl氏 2万石の領地となった塩越地区、生駒氏領に組み込まれた上郷の横岡地区、幕府領として存

続した上浜地区の分割支配へとかわる口 1831(X保2)年、幕府による領地の入れ替えで、上浜地区の

小砂川村と大砂川村の一部が幕府領として残り、他のl日幕府領はすべて生駒氏領へと移動した。 以上

の領地変遷を経て今日に至っている。

第1表 御獄公園舘跡周辺の遺跡一覧

在地

2 I J話j越域

3 I水越

4 遺物包含地

-iF告，}占'lfl:=iì~ 卜rh
Jと...i.T/_J Lぷ~ ，~ I・ふ

象潟IU}I語字梨山

象潟町本郷字後Jl166-1

10 I tlll [1 

11 ヲフキ 象潟町大fi少JlI宇ヲフキ27番 a平安 遺物包合地

象~p.~IHJ):..[1少JI! ヲフキ26苔 縄文 E つ 造物包含i出
託、京-

出 1--

11111奇42喬 縄文

象潟町)1 1 袋~j三沌の iご42 高!日文

象潟町大;Fi~HI\字上熊ノ沢3 縄文

象潟IIlJ は!I仁子藤j出9 制之;

1司自J~反 象潟町小砂)11字下向坂2-112 縄文 造物包合地

18 中磯 ~<rf.fJmT小f& Jl I 中磯93・清水場 縄文 遺物包合地

主mウ‘.;;?三 iさf.

19 Iカウヤ [象潟町IJ¥砂川字カウヤ58 3 

20 I 7J<._1二 象潟町小1別11字砂1111107-1

21 I = 象潟IHT小砂川字二III*J1の3 縄文

※番号は第5図上の番号に対応

つu
ta'' 



第2章遺跡の環境

註

註 1.平成7年の国勢調査に拠る統計値である。

註 2.泥流圧とも呼ばれ、泥流堆積物の特徴的な地形である。

註 3.新第三世紀の安山岩・泥宕の i二を第四紀更新!止の泥流 (r卒J1*1利原泥流・西由利原泥流)が覆っている。

言t4.出羽変動による間同!と断層は、南北方向を車111とする地開の変位・変形である η

註 5.小滝集落付近の奈曽 JI!(奈曽の白滝)に露出する。

註 6.f:王約2kmの出聞に開 L、た爆裂火口と、鍋森を中央火口としている。

註 7.問烏海 lLiの西山腹に径約 100mの火口を有する。

註 8.111頂部に北に開いた焼径約3.5kmの爆裂火仁!と、新山を中央火口としている。

註 9象潟IHT船!蒋の埋二もれ木2司 570::tl00年B.P.(Gak-6588)、仁賀保IHT釜ヶ台の杉の大本最外部2，730土 100年

B.P.(Gak-6587)、御議公開問方約 750mの上狐森の校(約2cm、長さ 30cm)2，4-30::t110年B.P.と報告。

註 10.奈良匡i立文化財研究所j埋蔵文化財センタ一発1mi技術研究室長光谷拓夫氏に拠る。

註 11 .奈曽JI!を境として、縄文i時代の問先!の遺跡数は、北 lに対して潟7である

註 12.パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

註 13. 出羽田風土記j によると、東西 1.5km、南北は 5krnとされている。

註 14.被害地は羽後本荘(秋田)から羽前鶴岡 (111形)にまで及んだ。記録された死者数4-00入、全壊家屋8，000

戸にlえんだ。全壊半は小l沙JI!で 100%、象潟(塩越)で85(!i)、平沢で 50%であった。震央は鳥海山の南東麓

と推定される。

註 15.稲の低温障害を克服するために、 1927(昭和2)年に佐々木順次氏が発案実施したの水が太陽光線にあたる

面積を増やすため、 iilJを低勾配で I1高広にしている。

註 16.明治初期は、秋山県からの米が水分の多さから属れやすく、運び先などですでに腐っていたときがあっ

た。このため秋出!阜の米の品質が疑われることになったが、本証市.18利部では腐れ米発生率が低く、評価

が高かった。

註 17.本社は東京都中央区日本橋にある。

註 18. W家の下遺跡 (2)!日五器H寺代編j に、秋田県における 113石器時代遺跡一覧が載っている。

註 19.ヲフキ遺跡は平成元年の調査では、縄文時代前期~晩期、平安時代の複合遺跡であるとしているが、 1999

(平成 11)年の調査で、 l:j::j-I笠から近世にかけての掘立柱建物跡が見つかっている。

註20.第 l表参照。

註21. W秋田県史 考古編j 、 r 111形県の古墳J に記録が載っている。

註22. r仁賀保IHT史iに拠る。

註23.由利卜二頭には諸説があり、解明されていない点が多い。

註 24. 象潟HlJ史 資料漏 1 に拠る。

註25. 寛政貫修諸家譜iに拠る。

註26. 出利十二顕記!こ拠る c

註27. 奥羽永鹿軍記j に拠る。

註 28. r秋開!県の中|せ城館j では、!甥新館、関古館となっているが、『秋田県遺跡地図 (Itl央版)では、新館、古館

となっている。

註29.註24と同じ。
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第3章発掘調査の概要

l節遺跡の概観

御識公園館跡は既述のとおり、象潟町南東部の山形県との県境 1---.~こ聾え立つ r/:1¥ 3]>1寓士Jとも呼ば

れる美しいコニーデ型の活火山で、ある鳥海LL!の北西麓端部、標高53~92mの台地上に立地する口この

鳥海山に源を発する豊富な伏流水が日本海に流れ出す象潟町沿岸南部の小砂}I1海岸一市は、真夏でも

新鮮な天然岩牡慨が採れる名}京地で、ある。この地域における自然的恩恵の母体ともいえる鳥海111の麓、

本館跡が立地する地上から北西方向を的敵すると、彼の俳人松尾芭蕉が f突の高II!:I印紀行で遥々

れ、その美しさに見惚れて名句を残した九十九島が美観を保ち、その昔、宮城松島と並ぶ景勝地とし

て古より歌人の西行をはじめ多くの文人-墨客を魅了してきた眺望が限前を覆う。

本館跡全体の推定範囲は通称「御嶺公園Jと呼ばれている既述の台地とその周辺域一帯で、東西約

800m、南北約500mを測り、面積にして約400β00ぱの広がりを有する非常に大規模なものとなる(第7

図)臼西側には比較的大きな開析谷が入り込んでいるが、廃棄物処理場として埋め立てられており、

北側や南側の問析谷は湿地や水田となっている。これら開析谷によって、本館跡は全体的に南北に J入

り組んだ地形となっている。また、台地西側先端部の裾野一読は、北の方に緑ケ丘哀地が、南の方に

桜ケ丘htl地がそれぞれ造成されており、かなりの規模で削平を受けていると忠われる口しかし、この

墓地と同地の問に!幅約25m、長さ約50mの空JJttl状の田i也が認められ、同地の東側斜面に段築の形跡を

残す階段状の地形が辛うじてを免れて III地形を保っている。なお、基地は段状になっているが、

う段築をそのまま利用して造成されたらしし、九

館跡推定範囲の中心部やや東'寄りの最高所(標高約92m)には、段築とii囲いによって画然と区両さ

れた出i怖が幾つも確認できる。この平場の北部には、雑木や雑草に覆われてやや手IJり要n見守i分も

あるが、断面がV字形の溝が斜面を巻くようにほぼ同じ標高(約80m)でj幸j同一北東方向に延びている

のを確認できる。この溝跡は、その形状や規模からヲ~f.屈と ~I~IJI釘されている。さらに、上記1111輪群

む南北両側の斜面は急傾斜となっており、切岸の可能性も考えられるのこの区域はしづも調査区外

であるが、現地形でこれらの中 Itl~における館に伴う遺構と判断でき j与る地形が滋つも fi併記できること

から、本館跡の主要部と考える。この他、推定範囲内の斜面には悉く段築が刻まれており、部

分的にある松j交の広さと二i二塁状のよ由形によって区lI!Iiされた由輪と判断できる平場が数カ所確認できる。

また、空訪日の跡と出われる溝や白地ち部分1'1せではあるが数カ所で確認されている口これらの地形は

て現地JI~で確認できるものである(第6図)。

今回の調査区は、上記主要部の南西側斜雨中腹(標高63~73m) に位霞する(第6図)。調査区北側で、

は束(高)から丙(低)に一部;11't1111111自あるいは腰r:U1111命と忠われる段状地形(段築)が、自然地形の傾斜に沿

って 5~6段現地形で確認できる。段差は最大で、約2m、その断面には緩やかな斜面の上方を出り、

方への盛土と整地を繰り返した大規模な段築造成の跡が確然と土層に刻まれていた。この段状地形は、

調査区外西側の廃棄物処理場まで整然と 10数段連なる。また、調査区南側では北京(高)から雨戸i(i迂)

に現代のノド田跡と思われる [iH~ [HT によって 1}~H討された段状地形が7段縫認された(第 ]3図)口こ

ハ
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第1節遺跡の概観

はいずれも 1m前後，..._，2mで、ある。さらに、調査区南端部の急斜面にテラス状に突き出した半円形の平

場の縁には、一部途切れているが、土塁状に盛り上がった土手が廻り、この平場の周回を斜面側と隔

絶している。

調査区内において現地形で確認できた中世の館に伴うと思われる地形は、段築6段(内 2段は事由

輪状の平場)と土塁l条であるロ調査の結果、現代の削平後の残存部分を検出できたのは、空堀跡 l

条と土塁2条である。また、館跡との関係は不明であるが、断聞が逆台形の溝跡が2条、長円形の浅

しE土坑が1基、柱穴様ピットが5基、多量の炭化物と少量の焼土を伴った不定形の浅い穴が4基検出

された。さらに、調査医北西端部の沢口からは、縄文時代前期と推定できる狩猟用の陥し穴あるいは

その転用としての墓穴の可能性が考えられる土坑が6基検出され、その内 1基から石鍛6)去の出土を

確認している口この他に遺構外の出土で、密度は低いが、調査区のほぼ全域に渡って近世以降の陶磁器

や金属製品などが200点余り出土している。

調査区およびその周辺域に関する現代(昭和期~今日)の地業涯を調べたところ、昭和11年に調査

の約8訟の面積において水田の造成工事が行われていることが判明した。 戦中にかけて水田として

耕作し、戦中から戦後にかけて一時矧地として耕作した後、昭和30年代から杉を植林し現況に中っ

ているが、近年、土地所有者が個人的に耕地整理を行ったり、調査区の西側境界際に高圧電線用の鉄

塔が建っているが、その建設工事の際に部分的にかなりの地形改変があったようであるのその影響で

調査区内の基本層序は場所によって微妙な違いを呈する D そこで調査区内の段状地形と斜面に直交す

る方向で掘削したトレンチの壁面に現れた土居断面をもって個々に基本土層とした口それぞれの層序

については以下のとおり観察できたc

i基本土層(館跡の段築を地形的に利用して現代の耕地造成が行われた区域、第9図)

第 I層 H吉褐色土:腐葉を多量に含み、杉や濯木の根が多く入り込んだシルト質の現表土層で、あ

るD 層!享は4......，40cmで、ある。

II膳 黒褐色土(a)、黄褐色土(b):ゆ 10"'30mrnの地 11I塊や中 1'"'"'5mmの地山粒を部分的に多

に含んだ締まりのある粘土質の整地層で、現代の水田造成に伴う鋤床層および畦畔の

盛土である。 は鋤床層で平均10cmの水平層を成し、問主畔部分で、平均48cmで、ある。

E層 黒褐色土:ゆ 1o "，-，20mmの地山塊やゆ1，-._，5mmの地山粒を少量含んだ整地層で、部分的に

残存する中世の築館に伴う地業痕跡と考える。}爵厚は6'"'-'12cmで、ある口

第N層 黒褐色土:締まりのある多少粘性を帯びたシルト質の旧表土層で、第困層を基準にして

それ以前の堆積(b )とそれ以降の堆積(a)がある。

削平されて層位的な連続性を欠いている。

は8~90cmで、あるが、部分的に

第V層 黄褐色土(a)、明黄褐色土(b):上層はしっかりと締まった粘土(a)、下層は砂を

に合んだシルト質士山)の地山である。

第2襲本土層住吉跡の段築を地形的に利用して現代の耕地造成が行われた区域，第9図)

第 i層 培褐色土:腐葉を多量に含み、杉や渡木の根が多く入り込んだシルト質の現表土層であ

る。層厚は6，..._，30cmで、ある口

II層 黒褐色土:ゆ 10~20mmの池山塊やや 1 ，-._， 5mmの地 111粒を部分的に多量に合んだ締まりの

ある整地層で、現代の水田造成に伴う鋤j本属および自主畔の盛土である。層)享は鋤}オミ層で
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平均7cmの水平層を成し、畦畔部分で、平均20cmで、ある。

第直属 黄褐色土(a. c)、褐色土(d)、黒褐色土(b. e) :下層に崩落防止と基盤強化のため

にゆ 20'"'-'300mrnの大中隊を多量に合んだシルト質土(e )や粘性の非常に強い地1j_1土(a)

が盛られ、その上にゆ1'"'-'5mmの地山粒とゆ1'"'-'20mmの小礁を多量に含んだ粘土質土(d)

が盛られ、さらにその上にゆ10'"'-'20mmの地L1J塊やゆ1'"'-'5mmの地山粒とゆ1'"'-'5mmの細礁

を多量に含んだシルト質土(b)が盛られ、上層にゆ10'"'-'30mmの地LLI塊を多量に含んだ粘

土質土(c )や再び地山土 (a)が盛られ整地されている。中世の築館に伴う地業痕跡(段

築)と考える。層厚は10'"'-'118cmで、ある。

第N層 黒褐色土:締まりのある多少粘性を帯びたシlレト質のj日表土居で、 は14，...__，80cmで、

ある。

第V層 黄褐色土(a)、明黄褐色土(b) : はしっかりと締まった粘土(a )、下層は砂を多量

に含んだシルト質土(b)の地111である。

第3襲本土層(耕地造成等によってそれ以前の地形の大部分が削平および改変された区域ラ第10図)

i層 階褐色土:腐葉を多量に含み、杉や濯木の根が多く入り込んた、シノレト質の現表土層で、あ

る。屑厚は6'""'-'22cmで、ある口

第II層 黒褐色土:ctlO""""20mmの地山塊やや1，...._，5mmの地111粒を部分的に多量に含んだ締まりの

ある整地層で、現代の水田造成に伴う鋤床層である。層厚は6~32cmで、ある。

第函層 黒褐色土:締まりのある多少粘性を帯び、たシルト質の!日表土層で、層厚は14"-'40cmで、

ある口

第N層 黄褐色土:しっかりと締まった粘土の地山で、ある。

第4基本土層(道路を挟んで東側がテラス状地形、西側が現代の水田跡，第10図)

第 1J麗 暗褐色土:腐葉を多量に含み、杉や瀧木の根が多く入り込んだシルト質の現表土層であ

る。層厚は6'""78cmで、ある。

第II層 黒褐色土:ゆ10'"'-'20mmの地111塊やゆ1-----5mmの地LU粒を部分的に多量に含んだ締まりの

ある整地層で、現代の水田造成に伴う鋤床膳である。層厚は10-----40cmで、ある。

第盟層 黒褐色土:ゆ10-----30mmの地山塊ゃの1-----5mmの地111粒を少量含んだ整地層で、部分的に

残存する中世の築館に伴う地業痕跡と考える。}爵厚は4-----40cmで、ある。

第W層 黄褐色土:しっかりと締まった粘土の地LLiである。

第5塁本土震(調査区南端部テラス状地形蒜からの急斜面，第11凶)

第 i層 目的自色土:，高菜を多量に含み、杉や瀧木の根が多く入り込んだシルト質の現表土層であ

る。層厚は16-----32cmで、ある口

第II層 褐色土:全体的にほとんど混入物が認められない粘土質土で、 はやや脆く下層は地

111との分層付近で漸移的な様相を呈する。層厚は10'"'-'30cmで、ある。

第阻層 黄褐色土 (a)、明黄褐色土 (b. c . d) :上層に微細な砂を少量含んだ粘土(a)、その

下に多量の砂を含んだシルト質土(b)、さらにその下に多量の砂の中に酸化鉄の細塊を

少量含んだシルト

地山である。

( c )、下層にほとんど砂に近い状態のシルト質土が堆積している

つQ
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第2節 調至宝の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区内に設置されている主要地方道象潟矢島線建設の道路中

心杭(STA.No.40十00)をグリッド原点MA50とし、この原点杭から磁北に合わせた南北基線と、これに

車交する東西基線を設け、 4m>く4mのグリッドを設定した。また、グリッド杭には、東から西に向かつ

て東西方向を表すLI......LT. MA......MHというアルファベットと、弱から北に向かつて昇11慎し南

北方向を表す24......70の2桁の数字を組み合わせた記号を付し、 4mX4mの方眼杭の南東隅をグリ

ッドの呼称とした。このグリッドを調査区全域に設定することにより、計画的な調査と同時に遺構-

遺物の平面的な位置の把掠に努めた(第14図)0

調査区南端からSTA.No.3ア十00の道路中心杭に対応する道路l福杭を結ぶラインまでの区域をAI豆、

STA.No.37十00の道路中心杭に対応する道路rl届杭を結ぶラインからSTA.N 0.40+00の道路中心杭に対

応する道路rl届杭を結ぶラインまでの区域をB区、 STA.No.40十00の道路中心杭に対応する道路rl届杭を

結ぶラインから調査区北端までの区域をC区として調査区を3区域に分割して調査した。

表土除去は、調査区南端部のテラス状地形と調査区北東端部の境界際については入力で、行い、ぞれ

以外は全て重機で、行った。表土下からの掘り下げは入力で、少しずつ行い、遺構検出や遺物出土の有無

を確認し、遺構骨遺物の遺存が全く認められない現代の撹乱層については、部分的に地UJ面まで一気

に重機を用いて掘削した。なお、 C区内には道路用地未買収の区域が残存していたため、その部分に

ついては調査許可が出るまで立ち入り禁止とし、調査期間終盤に許可が下りたところで重機と入力で、

遺構確認面まで一気に掘り下げ、調査を敢行した。

遺構の確認は、極力遺構の掘り込み面での検出に努めようとしたが、現代の耕地造成に伴う削平や

木根による撹乱が多い中での検出作業とあって!羽難を極めた。その結果、ほとんどの遺構は地山面で

の確認となった。検出された遺構は、 トータルステーションを用いて平面および断面の実測を行い、

調査区全域における通し番号を付した口なお、一部の遺構と基本土層の断面については細かい分層線

が込み合っていたため手実測を行った。

遺物は、遺構内出土については、遺跡名・調査区画名 (A区、 B区、 C区)・出土遺構名・遺物番号

(遺構内通し番号)・出土年月日を付し、遺構外出土については、遺跡名・調査区画名 (A区、 B区、

C区)・出土グリッド・遺物番号(調査区画内通し番号)・出土年月日を付し、それぞれトータルステ

ーションを用いて出土地点および、出土レベルを実測して取り上げた。調査現場において大部分の出土

遺物の洗浄を行い、残りは調査経了後、埋蔵文化財センター内で、洗浄を行った。さらに、向センター

内において注記・接合・実測・写真撮影等を行った。

調査の記録は、主に図面と によった。図面は基本的には1/20の縮尺で作成したが、一部土坑

や柱穴様ピットについては 1/10とした。トータルステーションを用いて実測した遺構や遺物は、図

形化処理やドットマップ化処理を施して平面図や断面図を作成した。さらに、これらの遺構平面図と

調査範囲図等から遺構配誼図など必要な図面も作成した。検出遺構と遺物の出土状況の写真撮影は、

35mmのモノクロ・不ガカラー・カラーリバーサルフィルムを使用した。遺跡全体の調査前現況(府轍写

真(図版1)は、航空機による空中写翼撮影によった。なお、この写真と地上補足測量によって、縮尺

1/500の調査前現況地形図(第6図)を作成した口
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第3節調査の経過

王子成11"F I 発 掘

資・器材の整理と線々 な*f11工

6/7 ~11 1調査区内への機材搬入
11\~本 1:問調資開始

什し、I

発掘調査は平成11年6丹7日"-'1 0月13日まで行われた。

状

6/14~18 1調査区内に仮小屋製作・設置 久Lレコン設ìl~t
'r，iilfd苦11土塁状地形の土JrlJ樹祭 成l端部テラス去二!二胡IJぎ(人力)

南端部テラスの表 L剥ぎ・地1Lrfr'j査
給油用車両の進入路造成

6/21~25 1 

重機による去土除去(pH端部 1 .ß1~7段までと Illî端部 l 段r'!J
去トー除去した段ごとに抜根作業と?宅地層掘り下げ

6/28~7/2 1光波長!測による造物flAり上げ
調査i三をA.B.C区に分ける

)'(，j続ii部 lfl:~3段の~~り出回1/il: り下げと地IUH'Ji1

ア/5~9

16)システム提案の不呉合解消サー I16)システム提案来跡 17)児玉補佐来跡

ポート実腕 i 
21)水準測最及び方IIR杭打設業 i 22)象潟町教委の佐藤主査、務藤主資来跡

務完了(凪開設置付 21)地形測 1 23)象潟町教委、佐藤学校教育謀長(兼榔

!ト i|細な調査指導を符る多数の段状地形は

l'館跡を構成するものだろう

30)Sll年の水間造成に関する資 I29)児玉補佐、祭学芸主事来跡 3ω飯'lW
料左当時の関係者の証言J，i::得る i氏 (Sll年の耕地整理組合関係者)来跡

12)象潟町教委、古藤主査来跡。 2)児玉補

!佐来跡

5)遺橋被出(北東端)調査開始か I7)樫阿補佐と児玉嫡佐来跡 今後の調査

らーヶ丹、遺物少なし決定的遺構 l工程についての指導8)秋田県自利建設

無しという状況 8)プラン7つ験11:¥I 事務所長、同道路諜慌1問者)の加賀主査

1 7/12~15 I再 強 制 の 全 面 掘 り lごげと地111精査 プランプ品川咽土居 12)迫力日闘の作業員5名 1 秋出県由利地方部長他、地方部幹部米 i
'I 1 L.， 1 ，J 1Mf一山知m 跡 14)児五tI割引ミ跡 事務述絡のみ i 

7/l 9~21 IA~B 区段状地形i段~3段地山精泣 21)5段目の滞状プランカ喋即日i跡 1 21)象潟町教委の粛藤、松本両氏糊
iの一部と判明 i 

BI豆地iJI精査 128)学生アルバイト l名就労 29) 127)前象i~jlHJ郷土資料館長のf古''t LLI氏来日亦28)
文化課の谷地学芸主事、乙浦所長、児玉有II
{主今後の調査工程の見fLLしについて来跡

山~2ü 1住臨時
区重機で表土剥除去

I 8/23~27 I B区駄EI押し上ili山精査 SD01精査

C区重機で表土剥除去
8/30~9/3 I B区駄目押し地111精査 SD01精査

CIR東端から按恨作業。北京端部SD09付近の去二!こ除去・士山LLI
精査ベルコン再配置・稼動

9/6~ 10 

9/13~17 

9/20~24 IS区峰土除去憧機)北東端部地iJl精査。B区5段目東端綱(調
査区への進入路)の~ftj二除去(入力)と地LLI面までの掘り下げ

C区池山精査
B区5段FI}f[端隅の最終地山精査

9/27~10/1ISX15半誠

IC区地1110梢査(西端部)

10/4~8 

SK17，20'jil'J在調査
終了準備・撤収・現場終了

101l 2~13 

12)追加雇用作業員l行就労開始述!=!のj孟|
暑で太田ダウン ! 

16)17)お詑休1IH.i!のため現場閉鎖 118)本荘ili在任の発掘調五専門家の伊必極
秋氏来跡。

23)守二後作業中止 123)象潟町教委の清掃員主査、松本主事来跡
24)25)終日中止 26)作業員i名 125)システム提案サポート 26)町内の歴史
退職 |愛好者3名来跡

未買収地伐採木置き唱でプラン椛 130)迫力1])濯周作業員l名就労開始 2)1町内の
認(範確で確認済み) 11怒史愛好者l名見学

BIR4段目でプラン;検出(SD01延何I16)先週の作業員の負傷が、検査の結果亀裂
部?) 骨折と判明。労災認定の申請手続き 印象
2段目て守処理済の遺織をj~!:二ト下か 1 iHiJlIlJ議会議員団十数名と抗日臨学校教育課長
ら掘り出し精査(SD01延仰部?) 1 (兼郷土資料館+長)、清藤主査餌l一行が来跡。
Sf伊 10検出 |調査視察兼現地説明会開催 9)文化課長径!I

一行が来跡 児五補佐・八文字主事が来跡
9)文化課の持地学芸主事から電話連絡(

未買収地の調査について)

24)民i丘中の台風18号の防災対策 121)児玉補佐来跡 21)本荘労働基準監習署
から来月はじめに事業所訪問との連絡

27)未買収地の調査か可能となる 129)三浦所長来跡(職員の服務規律を含めた
28)調査期間延長の申請 |綱紀の保持について訓示 30)本荘労働基

準監督署lの鈴木正人労働技官による事業所

|訪問秋 田魁新報社料開の生山記
者来跡

ヨ!こ賃収地から西端部沢自にかけ 15)船木調資課長、急に米跡 7)児玉T11if~r:米
て白(16，17，18，19検出遺物市嗣 l跡 8)文化課の谷地学芸主事から連絡(調
や逆茂木痕跡が検出されSKIこ !査終了について) 山中、現場替えで象潟を

後にする

調査終了の報告と挨拶のため象潟 112)象潟IllJ教委の務藤主査と文化課の武藤
I町教育委員会へ |学芸主事来跡 佐々 木(敬)、八文字両主主主

来跡 13)秋田県出利建設事務所道路諜(J京
凶者)の加賀主夜が来跡・現場引拡し

※数字):日付
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調査の記録

本調査で、検出された遺構は、空堀跡l条と土塁2条(一部)、満跡2条、土坑7基(内、陥し穴6基)、

柱穴様ピット 5芸、その他の遺構4基の計21遺構である(第 15図)。これらの遺構のほとんどは度重

なる地形改変の影響で、検出に|者難を極め、地山田に達しての検出や基本土層観察用トレンチおよび局

部的な試掘潜(サブトレンチ)の壁面に偶然断面がかかつての検山であった訂遺物は、上坑(陥し穴)か

ら縄文時代の石織がI~B ~!'.しているが、それ以外は全て遺構外の IH二!二で、密度は低い G 調査区のほぼ全域

に渡って近世以降の陶磁器や金属製品などが200点余り出二七した

第l節 検 出 遺 構

1 rド世

I=I=r tf:t城館に伴うと考えられる遺構は、空J屈跡1条と i二黒2条をli{ff認している。また、減館に伴う施

設としての遺構の性格は不明であるが、確認面の}語位や覆二!二の特徴から中 1J:tに属するのではないかと

えられる遺;備は、溝跡2条、士坑1幕、柱穴様ピット5基を確認している c

(1)空堀跡

A区西端部の現代の水田跡(3枚)を掘り下げて地山市の精査を行っているときに、南から 1枚目(抵)

と2枚百(高)を区画する高低差約2mの土手(畦畔)の盛土を一部間的してみると、自然地形の地1'1面

で幅約1m、確認面からの深さが約20cm、断面がV字形の溝を検出した。水FEI造成に伴う地形改変に

よって大部分が削平され僅かに残存した遺構の一部と判断した。さらに、満の万向と断面の形状が第

3章第l節で既述の調査lX外で確認された空堀につながる可能性があるため、 B区においてもこの溝

と調査区外の空堀とを結ぶ線上で、徹底精査を行った。その結果、やはり3ヵ所に分断される状態で削

平を免れた溝の底部と思われる残存部分が次々に検出され、調査区外で確認される規模と形状から中

世城館で防禦施設としてよく見られる薬研堀タイプの空J屈の跡と判断した。

S 001 (第16図、 図版2-2，アー2ヲ 7-3) 

本来l条の空堀であったものが、現代の耕地造成や杉の植林など度重なる地形改変や土地利用の変

遷によって遺構の大部分が失われ、辛うじてその一部が4ヵ所に分断されて残存している。調査院内

をA区から B区にかけて南西-北東方向に延びる。調査区内で、の総延長は約90mと推定され、残存す

る4ヵ所から計測された規模の平均値は、!隔が約1.5mで、確認面からの深さが約0.5mで、ある。断面は

4ヵ所とも V字形を呈する口復原規模は、ほぼ完全な状態で現存していると判断される調査区外の空

t屈の規模から!幅約3"-'4m、深さ約2"-'3m'まあったものと思われる。土塁の併設もあったと考えられる

が現状での確認は不可能であった。また、第16図の C-Dに示されているように空堀の分岐と看取

できる部分があるが、その北方向への延長は残念ながら確認されなかった。遺物は出土し，なかった。

(2)土建

i条は調査区南端部の尾根白から南東方向の開析谷に向かつてテラス状に突き出した半円形の平場

の緑に、一部途切れているが、現況で土塁状に盛り上がった土子が廻っているのを確認できた口盛り
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第I節 検出 遺構

上がりの顕著な部分2ヵ所を哉ち割って土層を観察したところ、盛土によって人工的に構築された地

形であることが判明した。さらに、この平場の西側を地山面まで掘り下げて精査していたところ、西

縁部道路(lHT道横山線)沿し Eの土手を北東一南西方向に縦断する形で、偶然というと語弊があるが、裁

ち割った状態になった。その断面には判然としない部分もあるが、版築状の土層構造が観察で、きた。

非常にIljt望が効くことから、築館に際しては斥候に適した場所として利用された可能性が高い。また、

この平場に近接して北西側にSD01が検出されているので、二上皇によって区画された出輪的施設と考

えられる。もう l条は、調査区中央部西側境界付近を地1I1面まで掘り下げて精査していたところ、

部的にではあるが長さ 10m強、!編3m弱、高さ約1mの地111士の不自然な盛り上がりを確認したため、

も11屈の広いところで、哉ち割ってみた口その結果、断面に比較的明瞭な版築状の土層構造が確認でき

たので、地形改変で、失われかけた士塁の残存部分と判断し、前者をSF06、後者をSF08とした。

S F06(第17，18図、図版3，4-1ラ 4-2ラ 5-1う 5-2)

尾根白から谷間への急激な落ち込み際を ì~1j平して造成したと見られる不自然な平場(出輪)を、その

局間の斜蔀(南東1~U は急斜面)と稿絶するように平場の緑に治って構築された土塁で、みる。部平時に IIJ

てきたと思われる残土を積み上げて築いたものと推測される。やはり現代の耕地造成や杉の植林など

によって部分的に欠損あるいは崩壊している。残存部の規模は、総延長58.5m、基底I!屈 1.2~3.6m、

さ 0.6~2.3m(崩落部分を除く)である。断面は蒲鉾形と台形の混在形を呈する。遺物は出土しなか

った。なお、この土塁が廻る平場内に建物等の存在を示す遺構は検出されなかった。

5 F08(第19問、図版6寸ヲアー1)

BI5Z北西[i誌の議室IR境界際に北京一南西方向で位置している c この方向は、調査区外に近接して走

っている道路(細lqll道)の方向とほぼ並行する位霞関係にある。もしこの道路が空堀の転用であると

するならば、それに近接して並行する土塁が存在した可能性は否定できないと考える。残念ながら既

述のごとく現代の度重なる地形改変によって詳細は不明である口検出部分の規模は、長さ 13.15m、

底腕 1 .40----3.08m、高さ1.05~1.20mで、ある。復原規模での高さは、 SF06と比較すると2m前後はあ

ったものと推定される。断面は蒲鉾形と台形の混在形を呈する。遺物は出土しなかった。

(3)溝跡

l条は、 B区で第l の第II層を剥し Eで部平を免れた第現層の分布状況を調査しているとき

に平面プランを検出した。まず築館に伴って大規模な土木工事が行われ、その後、何らかの目的で溝

(空堀であったかもしれなl))が関前されたので、はないだろうか口もう 1条は、第五基本土層観察用ト

レンチの壁面に遺構の断面がかかったので、平面的にフランを検出したところ溝跡であることが判明

したものである。両遺構とも検出状況において同層位と考えられる。また、溝の底部のみの残存であ

ることとその規模および形状が酷似していることから、同時期と推測するに至り、前者をSD02、後者

をSD09とした。

50む2(第16図)

L P45、し Q45・46、LR45.46、LS46 .47、LT46の8グリッドにかけて位設する口北西一南

東に延びる溝で、長さ 13.85m、i福0.86""'1. 14m、確認聞からの深さ 0.18~0.32mを測る。断面形は逆

台形を呈する口遺物は出土しなかった口詳細は不明である。
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S D09(第16図、図版か2)

LL55・56、しK55・56・57、し J57・58.59の8グリッドにかけて位置する。 北京一南凶に延び

る満で、長さ 19.70m、11扇1.00m、確認面からの深さ0.26'"'"'0.54mを測る。断面形は逆台形を呈する。

遺構の北端は調査区境界にかかっているが、境界際の壁国に断聞が確認できるので調査長外にも延伸

しているものと思われる。遺物は出土しなかった。詳細は不明である。

(4)土坑

SD02と同様の状況でほぼ同時に平面プランを検出したりやはり、削平を免れた底部のみが残存して

いたものと思われる。 SD02およびSD09と同時期の遺構と推測してSK03とした。

S K03(第201翠)

L P47グリッドに位置する。平田形は長軸(北西-南東)1.86m、短qI由(北東一南西)0.48mをtHUる楕

円形を呈し、確認Tmからの深さは0.16mで、ある。 底部はほぼ平均で、壁の:立ち上がりは比較的急であ

る。遺物は出土しなかった。詳細は不明である。

(5)柱穴諜ピット

5 苓の内、 2基はSDOl を切る状態で検出された D また、 l 基はSX04(炭化物と焼 ~I二の密集分布)

の直下で検出され、他の3基は地11!lftiの精査1=1てiにそれぞれ単独で平面フランを検出した口いずれも削

平後の残存部位と思われ、小規模で、浅い。規期的な配列は認められず、柱痕跡も平静i密とも確認する

ことができなかった。これらの柱穴様ピットから遺物は出土しなかった。なお、個々の柱穴様ピット

については、下記第2表にまとめた。

第2表柱穴様ヒ。ツト一覧

士見 模[cm]SKP 
検 重複状況 {出j 考番 位置傾斜 事l! 短 lP-由 深 さ

10 L P45 不整円形 緩 43.6 36.0 (10.6) 

12 LR39 円形 やや緩 I (40.4) 30.0 (14.2) SD01→SKP12 木橋の;橋脚?

13 L S39 角丸方形 J合l!.J、 23.0 (10.8) ( 6.2) 

14 LN41 円形 やや緩 31.8 (25.6) (14.4) SD01→SKP14 木橋の橋脚?

21 LR38 楕円形 やや急 37.0 26.4 20.0 

※( )内の数値は残存値で、重複状況は古→新である。

2 縄文時代

縄文時代の遺構としては、土坑6基を確認している。その内3基は狩猟用の!絹し穴で、他の3基も

その可能性を指摘できる。

(1 )土坑(陥し穴)

6基とも C区西端部調査区境界際の沢目斜面に集中して分布する。いずれも地山田の精査中に平面

プランを検出した。この内SK11、SK16、SK19の3基は沢筋に沿って直線的に近接して並ぶ。特筆す

べきは、 SK17からは縄文時代前期と思われる石館長が6点出土し、底面には逆茂木を利したと思われる

小ピットがl個穿たれていた口このような小ピットは、 SK18とSK20でも確認された。また、それぞ

れの土層注記や実測図にも示されているとおり、覆土の特徴において酷似性が、規模や形態において

類似性が認められる口このような調査結果から、 SK17を基準にして、これら6基の土J完は全て縄文時

代前期における狩猟用の陥し穴であると判断するに歪った。なお、これら6基の土坑の覆土は全て理
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第l節検出遺構

め戻しと思われる人為堆積の様l'日を呈していることから、 ~m し穴としての利用を終えた後、墓として

の転倒が考えられるが、 SK17を除いてj毒物が全く出上しなかったことや第5章で述べられているよう

に、リン酸分析の結果が遺体埋納の可能牲を推定するに至らなかったことなどから詳細は不明である。

S K 11 (第22図、図版iト3)

MB55・56の両グリッドに跨って位置する。平市形は楕円形を呈し、長Ilitll(北東一南西)1.73m、短

lIi出(北西一南東)1.11m、確認而からの深さ 1.04mを r~l~ る。底面は中央部から南東側はほぼ平坦である

が、中央部から北東隅にrEiJかつて傾斜し、南東側より 0.32m深くなっているむ北東壁の中位から関口

部にかけて内傾して立ち上がるため、この部分が僅かではあるがオーバーハングしている。北京壁か

ら南東壁にかけてはほぼ垂直に立ち上がり、南河壁も急傾斜であるが、北西壁は比較的緩やかである。

北凶壁と南東竪の中位部で一日傾斜が極端に緩み段を形成しているのが特徴的である。また、北西側

から南西側にかけては他の方向に比べて傾斜が緩やかなため、この方向に関口部がやや突出して開い

ている。 j室午却は11¥土しなカミった。

S K 16(第221'g1，図版12-1)

MA55グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈し、長lli由(北東一南河川 .80m、短軸(北西一南

東)1.40m、確認面からの深さ 1.15mを測る。底面は平よElで、北京間で、角張っている。壁の立ち上がりは

南東側でやや緩やかであるが、それ以外は関口部まで非常に急である。遺物は出土し，なかった。

S K 17(第23図、図!被10-3)

MA58・旬、MB58.59の4グリッドに跨って位置する。平面形は円形を呈し、長軸(北西-南東)1.1 Om、

短車ttl(北京一南西)0.93m、確認面からの深さ1.02mを測る。底面は平坦で、中央に径10cm、底部か

らの深さ8cmを測る小ピットが1偶穿たれている。 逆茂木を刺した痕跡ではないかと思われるむ壁はほ

ぼ垂直に立ち tがるが、下位から中位にかけて所々僅かに内傾して立ち i二がるため、オーバーハング

している部分がある。さらに、南壁には底面から20cmのところに径16cm、奥行16cmを測る南方向へ

の小横穴が掘り込まれている。この穴についての詳細は不明で、ある D 底面付近から石鍛6点が出土し

た口

S K 18(第23図、図版11叩 1)

MA60、MB60の両グリッドに跨って位置する。平面形は円形を呈し、径1.35m、確認面からの深

さ 1.00mを 1~IJ る。底面は平坦で、中央部には三角形の位置に並ぶ小ピットが3個穿たれている。それ

ぞれ径は8cm、9cm、10cmで、底面からの深さはし】ずれも8cmを測る。SK17同様、逆茂木を刺した痕跡

ではないかと思われる。号室は南側でド位からr:ll位にかけて垂直に立ち上がり、一旦傾斜が緩やかにな

って関口する。南側以外は関口部まで垂i査に立ち上がる。遺物は出土しなかった。

S K 19(第23図、図版12-2)

MC55・56の雨グリッドに跨って位置する口平面形は楕円形を呈し、長軸(北東一南西)1.70m、短

報](北西一南東)0.72m、確認面からの深さ0.82mを測る。底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは非常

に急である。遺物は出土しなかった口

S K20(第23図、図版11-2)

MB53・54の両グリッドに跨って牧資する。平面形は構内形を皇し、長軸(北東一南西)1.58m、短

軸(北西-南東)0.96m、確認面からの深さ0.98mを測る。底面はほぼ平坦で、中央部に短軸方向で隣
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接して並ぶ極小ピットが2個穿たれている。それぞれ径が1cm、2cmで、底面からの深さが4cm、6cmを

測るむ規模は小さいが、 SK1アやSK18同様の逆茂木を刺した痕跡ではないかと思われる口壁の立ち上

がりは非常に急である。遺物は出土しなかった。

3 その他の遺構

本遺跡の調資では、既述の lγ遺構の他にH寺期の特定や性格について不詳の4遺構が検出されてい

る。いずれも確認面から覆土および底面の直上で多量の炭化物もしくは焼土の密集分布を確認したも

のであるが、遺物は出土しなかった口また、これら4遺構とも上位の大部分が削平によって失われた

ものと思われる。この内SX04.SX07・SX15の3基については、伏せ焼き炭窯の可能性もあるが、 4遺

構とも時期や用途等詳細は不明である。

S X04(第21問、図版9-2)

L R38グリッドに位置するの平Till形は桔:円1与をし、長軸(北西一南東)0.58m、短軸(北東一雨

丙)0.34m、確認面からの深さ 0.14mを ~nu る。底面は多少の[~'1ôがあるもののほぼ平坦である。

ち上がりは緩やかで、!析I部自立長i袖ー短mfflとも設鉢状を呈する。確認面で南隅に多量の炭化物塊の干詩

集分布が見られ、層{立13守にも6cmの厚さをmuった。また、保かではあるが覆土の 1J習と2層から焼土

粒の混入も見られた。!世田から底面直 1::~こかけては一様に薄く粘土質の褐色土が地積している。

S X05(第21図、図版9-1)

MB32グリッドに位置する。平面形は三日月状を皇し、長宅li(~t-南)0.60m、短軸(東一西)0 .4 1m、

確認面からの深さ0.05mを測る。底面は平坦で、、監の立ち上がりは緩やかである D 断面形は長11拍・短

IPU!とも浅鉢状を呈する。確認屈で南側2/3部分を III心に微量の焼土粒と炭化物粒の分布が見られた。

S X07(第21図、図版9-3)

LN51・52の両グリッドに跨って位置する。平面形は不整楕円形を呈し長!Ilrl!(東一西)2.24m、続

軸(北一雨)1.66m、確認菌からの深さ0.18mを測る。底面は全体的に小さな凹凸が多く、中央部は周

回よりもやや深く細長い不整形の凹みとなっており、南西に向かつて若干傾斜する。中央部の凹みか

ら南側にかけて多量の炭化物塊が密集分布している白断面形は長軸・短軸とも不整形である口確認面

で多量の炭化物塊と微量の焼土粒の密集分布が見られ、層位的にも高密度で炭化物塊の混入が見られ

た口

S X 15(第21図、図版10-1， 10-2) 

LT57・58の両グリッドに跨って位置する。平田形は不整形で、規模は半裁セクションライン(北

一雨)で1.30m、その直交ラインで0.89m、確認面からの深さO.llmを測る。底面はややうねりがあ

り南方向に若干傾斜するが、全体としてはほぼ平出である。壁の立ち上がりは北側で、は緩やかで、南側で、

やや急になる口断面形は長軸・短Wlとも大まかに見れば浅鉢状を呈する。確認面で不整橋円形状に広

がる炭化物塊密集分布とその一部にまとまった焼土粒の分布が見られ、層位的にも一部高密度で底部

まで炭化物塊が混入していた。特に焼土粒については、中央部から南西側にかけて底面直上まで堅く

締まった高密度の分布が見られ、被熱度合いの強さを示している。
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S001 A-B・C-O'E-F . G-H 
l 暗褐色土(10YR3/3) 締まりあり 地山塊(5~10mm)1%混入

地山粒(l ~2mm)2%混ノ入

炭化物塊(2~10mm)1%混入 炭化物粒(1~2mm)1%混入

2 黄褐色土(lOYR5/6) 地山塊(10~20mm) 10%混入

SD02 
1 硝褐色土(lOYR3/3) 締まりあり 地I-U粒(l~3mm) 1 %混入

2 黄褐色土(10YR5/6) 地山塊(l0~20mm) 10%混入

S009 
1 f!者褐色土(lOYR3/3) 地山塊(5~10mm)1%混入

地 U~粒(l ~2mm)1%混入炭化物粒(極小)1%混入

第16図 SOO1 . S002 . S009 
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SF06C-D 
立67.500m SF06A-B鋼 C-D

IlIi:fbj色二!こ(lOYR3/3) シルト 現表

2-a 褐色j二(10YR4/6) 粘性あり やや脆い

黒褐色土(lOYR2/3)粒(極小)2%混入

炭化物:1'¥:[(極小)極撤iil混 入盛土

2-b Hli褐色土(lOYR3/4) シルト震脆い

地LLi1泣(短小)10%混 入盛 土

:3 J¥l，{褐色 i二(10YR2/3) 締まりあり

J:ili LLi ~i\L (ffllX小)1%混入

炭化物粒(極小)極微量混入 11=1表土

4 :fM色 L(lOYR4/4) 粘性・締まりあり

地111粒(樹小)3%混入

出化物粒(極小)極微i出j'i!.入ドlVi移

C 

SF06E-F . G-H . I-J 

111'1尚也土(10YR3/4) シルト 現表土

2-8 掲色1::.(7. 5YR4/6) 締まり強弱ift!.在 地111土(7.5YR5/8)と硝褐色土(IOYR2/:3)が版築状に混在 ~~*-=L .. 
2-b IIHÞ品誌上(lO'{R3/4) 脆い士山 IJI 塊 (5~20rnm)3(!iiÍ混入時 L

2-C n古褐色上(l OYR3/3) 脆~ \地IJI 域 (5~'20mm)2qi)混入峰 j

3-8 U的自色 L(lO''{]ミ3/3) 締まりあり 地LL!塊(1O~20mI11) 1 %混入地山粒(l~5mI11)5%混入

炭化物粒(1~5mm) 1 (!'l>濫入盛:1:

3山 b n高尚色L(IOYR3/3) 脆い 地山塊(1O~20mm)39üi見入 ~j=-. 

3-c 間色 Iこ (7.5YR41乙J.)脆い j也 ILJ塊 (5~30mm)50<)ö混入盛一|ム

"l 11在褐色L(7.5YR3/4) 相i'!'1l:. *i¥1まりあり 地Lil地(10~20 I11 rn) 1 %混入 j也 LLi粒(l ~5rnm) 10%混入 路二L

第18図 SF06(2)

さm

0 5 m  

山
首
+
時

r-77L二二三三三三三=与三三一一二議-
../ンケ/，d-Cl ーで十戸-- J-i:t一一一一 一一一一一一一一一一一 一 一一司一二一一一ー一一τ~ー}一一一一← 一一一一一←

広三三二三三三三三三三三三三二三戸一一一

ー
ム--

出
蔀



第4f(!: 調査の記録

SF08 

A 

A 

SF08 

1 掲色土(7.5YR4/4) やや酷い地山塊(5~10mm)3%混入

地山粒(1~2mm)1%混入盛土

2 褐色土(7.5YR4/6) 締まりあり 地山塊(5~1 Omm) 1 0%混入

地山粒(1~2mm)1%混入砂粒(極小)5%混入盛土

3 暗褐色土(7.5YR3/4) やや脆い地山鴻(5~10mm)3%混入

地山粒(1~2mm)1%混入砂粒(極小)2%混入盛土

4 褐色土(7.5YR4/6) 締まりあり 地lL!i;鬼(5~1 Omm)20%混入

地山粒(1~2mm)1%混入砂粒(橿小)7%混入盛土

5 悟褐色土(10Y只3/3) やや脆い地山塊(5~20mm)2%混入

地山粒(1~2mm)1%混入砂粒(極小)1%混入

民化物粒(1~2mm)1%混入盛土

6 褐色土(7.5YR4/6) 粘性-締まりあリ 地山境(5~20mm)20%混入

地山粒(1~2mm)5%混入

砂粒(極小)1%混入浸化物粒(1~2mm)1%混入盛土

7 暗褐色土(10YR3/3) やや脆い地山塊(5~20mm)1 0%混入

地山粒(1~2mm)3%混入砂粒(極小)1%混入

炭化物粒(1~2mm)1%混入盛土

8 黒褐色土(10YR2/3) 締まリあり 炭化物粒(1~5mm)3%混入

盛土

9 陪揚色土(10YR3/3) 粘性・締まりあり 地山粒(1~5mm)2%混入

民化物粒(1~2mm)1%混入 !日表土

J2..66.l00m 

第19図 SF08
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cコ
1 にぶい黄掲色土(10YR4i3)締まりありヨ

炭化物絞(2-3mm)1%混入

2 黄掲e土(10YR5i6)

地山i克(10-20mm)5%混入

3 結褐色土(10YR3/3) 締まりあり

地山粒(短小〕榎徽蜜混入

4 葉渇色土(10YR5!6)

土車山i毘(10-20mm) 1 0%混入

SKP21 

1 隠褐色土(10YR3/4) 締まリあリ

炭化物粒(1-2mm)3%混入

池山粒(1-5mm)1%混入

2 i富Zきこと(7.5YR4!6) 粘性・締まりあリ

地山絞(1-5mm)10%混入

3 陪褐色土(10YR3/3)と

地山土(75YR5/8)混在の埋め戻し

4 地山主(7.5YR5/8)中心の埋め戻しで

極僅力、に路湾台二七(10YR3!3)混入

第4章調査の記録
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SIくP13

1 D吉褐色こと(10YR3/3) 締まりあり

革)S1

l!ll山 !.1~(5-1 Ornrn) 1 %混入

i白山粒(1-2mm12%混入

炭化物機(2~10mm)1%混入

炭化物粒(1~2mm)1%浪人 SKP10 

1 B首褐色士(10YR3/4)

市占性 締まりあり

士白山塊(5-1Omm) 1 0% 

炭化物i児(極小)1%

In In 2 ~童福色二仁(10YR5/5)

池山i兎(10~20rnm)1 0%;畏J入
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第4~戸調査の記録

~SX04 

A B 

で受三
SX04 

I Ü~褐色 1 (1 OYR2/2) 炭化物見(5~20mm)50%it~ 人
先日 1'. :f\ì:(5YR4!6 ・ 1~2mm)l%混入

2 黒itJ色 i二(IOYR2/3) 締まりあり

地IJlr鬼伝~lOmm)3%il~ノヘ

炭化物塊(5~ 1 Omm)7Qら混入

'r.j'~ 1 付 (5YI:;:ιl/G ・ 1~2 1ll日1)1%混入

3 f局色ょiニ(lOYFミ4/6) 1'，li'I'I:'締まりあり

地1111立(1~2mm) 1 'X) iF~，入

SX07 

B 

ム 1271，500m 

SX07 
1 1硲褐色土(IOYR3/3) 締まりあり

炭化物法(l~20mm) 10'X，混入

:I:J'E二i二校(5YR4j6・1 ~2mm) 1 %ih¥ノヘ

2 f.[ll府褐色ニヒ(7，5YR2/3) 締まりあり

炭化物塊(1~20mm)50%混入

焼…仁枝(5YR4/6 ・ 1~2mm)3%混入
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SX05 
1 f府褐色 1:(1 OYR3/3) 炭化物料(1~5mm) 1 %in入

焼 I'.:Þ\'刊行γf{Ll/行・ 1~2mm)微 Jllm~ 入

@SX15 

A 12GG，600m 

SX15 
1 11 

悦土r粧立(β5YR4/G. 1 ~2mmll %itil人

2 憾IIfHもj色土(7.5Yl{2/3) 縦まりあり

~J't二t粒(5YR4/G ・ 1 ~2111111)3%ìl1入

3 n古褐色上(IOYR3/4) 締まりあり f災化物品目(約i小)1%

SX07 

SX04・SX05・SX15

第21図 SX04. SX05 . SX07酋 SX15
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第Hn 検出遺構

UI 

SK11 
1 黒褐色土(7.5YR3/2) 締まりあり

黒色土(7.5YR2/1)混入率大

地山J~~(5~20mm)5%(周辺部)

~lO%( 仁1-1 心部)混入

炭化物塊(2~lOmm)2%混入

全体が埋め戻しと忠われる人為堆積層

SK16 
1 黒掲色l'.(7.5YR3/2) 締まりあり

黒色土(7.5YR2/l)混入率大

Jllilll塊 (5~20mm)5%(周辺部)~10%(中心部)混入

炭化物塊(2~10mm)2%混入

全体がよ閉め戻しとJ41われる人為堆積層
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調査の記録
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SK1ア
i 黒褐色.:lこ(7_5YR3!2) 締まりあり

虫色土(7_5YR2jl)混入手大

I出 111成 (5~2ûmm)5%(治i辺部)

~IO%(r-lr心部) ìf~入

炭化物塊(2~ IOmm)2%ilrl入

全体が埋めしと恕われる人為耳utr!rtI

A 

SK18 
1 1情褐色L(7.5YR3/4)

;¥¥irまりあり

地111:1-.昔話人系大

2 恐f@色上(7.5YR3!2)

締まりあり

m色土(7.5YR2/ 1) in入率大

池山沈(5-2Umm)5%(周辺部)

~10%(中心部)混入

炭化物沈(2~ I Ornm)2~(1混入

全体が埋め渓しと思われる人:;:;t.tfjE償問

@SK20  

SK19 

B 

SK20 
1 黒褐色十~(7.5YR3氾)

締まりあり

黒色土(7日'R2!1)混入手大

地山崎(5-20mm)5%(周辺部)

~IO%(中心部)混入

!;jHヒ物成(2~lOmm)20-j)ilÈ入

全体が思め皮しと思われる人為耳J:償問

.B65.30um 
A 

.B63.500m 

SK19 
1 黒褐色土(7.5YR3/2) 締まりあり

黒色土(7.5YR2!1)混入手;大

地山法(5~20rnrn)5%(周辺部)-10%(中心部)混入

炭化物線(2-10mm)2%混入

全体が埋め戻しと J~、われる人為耳jJ~'1JiiÍ

SK17・SK18.SK19・SK20
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第2節 出 土 遺 物

本調査における遺物の出土状況は非常に希薄で、出土総数200点余りの内ほとんどが遺構外からの

出土で、あり、近世以降の陶磁器がその大部分を占める。残念ながら本調査の主眼である中世の館跡に

伴うと判断できる得る資料には恵まれなかった。ただし、 1点のみではあるが人の手が加わったので

はないかと思われる大きな際(第20図-Sl、図版12-3)が、中世の整地層と考えられる層の下{ftから出

二上している。

このような状況にあって特筆すべきは、調査区北lA端の沢日に沿ってまとまって検出された土坑群

のl基から、縄文時代前期と思われる石嫉6点が出土したことである。これによって、この土坑群が

縄文時代前期のものであるとすれば、第2章第2節で既述のとおり、本遺跡の立地にfMlする地質学的

見地から貴重な資料を得たことになる。

1 縄文時代

(1)石器

石鯨(第25図、図版13寸)

SK17の底部から、破損したものを含めてまとまって6点出土したもので、原則として弓矢の矢の先

端に付けて用いた定形的な剥片石器と考えられる口石材は全て頁岩で、剥片のほぼ全体に剥離調整を

施しである。 6点とも扇平でほぼ左右対称であり、尖頭部とそれよりも幅広し h基部を有する。平面形

が二等辺三角形を呈し、基部の形状から間基無茎撤に属するもので、凹基ではあるが凹み部分の弧の

半筏が石器の最大幅よりも大きい口し，たがって[!:!]みは浅~) 0 

スクレイパー(第26図、図版13-2)

遺構外の地山面i直上で1点のみ出土したもので、上記の土坑群と出土地点は非常に近接している。

単剥離面打面を残す寸詰まりの方形剥片素材である。素材末端縁裏側に二次調整を施して刃部を作出

している。石材は頁岩である。

2 近位以降

(1 )陶器

播鉢(第27図-2，28図-3・4・5・6，29図-1、図版14-1四 1・2・3・5・6・8)

全て自主片であるが、内面に刻まれた条線から摺鉢の一部分と判明したものが6点である口この内、

27-2・28-6・29-1の3点には内外面ともに欽粧が施されている。 27-2は非常に堅い焼成となっている

が、摩滅度合いが著しし io また、 28-3・4・5の3点は素焼きである。いずれも産地は不明である。

その他の陶器(第27図-1う 28図-1. 2、図版14-ト4・7・9)

全て破片であり、それぞれの残存部位から器形を特定することの困難なものが3点である口いずれ

も勅が施されているが、 28-1は内外商に、 28-2は内面にそれぞれ鉄紬が掛けられている。

(2)破器

寺内焼菜(第29図-2，30図-1・2、図版14-2)

本調査の出土遺物の中で、最も多かったのが磁器片であるが、その中で特に百をヲI~ )たのが19世紀の

寺内焼と思われる3点の磁器片である。 29-2は輸花皿、 30叩 1. 2は丸皿で、いずれも口唇部に鉄和!の

口紅があるむ 29-2は内面に!-U水文が描かれており、 30-1は識別困難であるが内外習に染付による文様

ウ
i4

 



第4京調査の記録

が、また、 30-2も識別|本|難であるが内底面に象iMの手法を用pた染付による文様が1H!iかれている口 3

点とも全面に透明柚が掛かっている。なお、これら3点については肥前系の可能性もある。

肥前系(第30図-3，311玄1，32図， 33図、図版15，16-1) 

寺内焼系の磁器に次し Eで目を引し Eたのが肥前系と忠、われる磁器片である口全14点で、表面採集か第

iおよびII層からの出土となっている。 30-3(図版15-]-2)は器壁が厚めの深皿で、内側面に草花文と

忠われる染付による施文が見られる。 18~19世紀のものと想定される。 31-1 (図版15-ト1)は器壁が厚

めの蛇の日円形高台j毘で、高台内に蛇の白状の和l剥ぎが見られ畳付部には紬が掛かっている。 18~19

~I[:I:紀のものと想定される口 31-2(図版15-1-7)は器壁が厚めの丘寸[[で、見込蛇の目袖剥ぎが見られ、

外面は畳付部のみの勅剥ぎとなっている。内側面には二重斜格子文が描カ通れているが裏文様はない。

18世紀前半の波佐見焼の可能性が非常に高いむ 31-3(図版15-1-5)は半球形碗で、外側面に染付施文を

確認できるが識別は困難である口 191吐紀のものと想定される。 32-1(図版15-1-3)は器壁が停めの深皿

とjEわれるよし!日1で、内側面に染付施文を確認できるが識別は困難である。 18----191世紀のものと想定さ

れる。 32-2(図版15寸 -6)は丸山で、内外面ともに染付施文を権認できるが識別は困難である。内j夜間

に砂目もしくは焼台(ハマ)の痕跡と思われる袖の円形剥離が見られる口 19~1f t紀のものと想定される D

32-3(図版15-1-4)は丸形碗で、内外面ともに草花文と思われる染付施文が見られる。 18世紀後半のも

のと想定される口 33-1(図版15-2-1)は丸形腕で外側面に草花文と思われる染付施文が見られる。 19

世紀のもと想定される o 33-2 (図版15-2-3)と33-4(図版15-2-2)は茶碗で、外側面に染付施文を確認

できるが識別は困難である。 19世紀のものと想定される。 33-3(図版15-2-4)は残存部位のみからの揺

形の特定は難しいが、五寸1lllではないかと推定される。内側雨に二重斜格子文が描かれており 17世紀

末'"'-'18世紀前半の波佐見焼の可能性がある o 33-5 (図版16-1-1)と 33-6(図版16-ト2)はともに丸形碗

で、外側面に雪輪草花文が描カ通れている。前者は 18世紀後半の、後者は 19世紀の波佐見焼の可能性

が高い。 33-7(図版16-1-3)は残存部位のみからの器形の特定は難しいが、血ではないかと推定される。

内底面に染付施文を確認できるが詳細は不明である。

その他の磁器(第34図， 35図、図版16-2，17-1) 

前述までの主な磁器の他に、産地や時期の不明な磁器片が数十点出土しているが、その中に辛うじ

て器形の判別が可能なものや染付によると思われる施文が確認できるものが数点ある。いずれも

採集か第 iおよびIIJ脅からの出土であり、 下位の土中(第 II層以下)から撹乱によって表土中(第 i層)

もしくは地表面に散逸したものとしても近|止の早い時期のものはないと判断する。

(3)童麗製品

鉄製品(第36図、国版19)

層位的には第 II層ド位"'-'NJ肩上位での出土になるため、近世もしくは中世のものと推定される。表

面を覆う移しい錆のため、原形を留めないものも含めて数十点出土している。この内、器種の判別が

可能であったものは、鎌(第36図 1・2.3、図版19-1)、火箸(第36関ω4、図版19叩 3)、蹄鉄(第36

図-5・6、図版19-2-1・2)、鍬(第36図-7，> 1斗版19-2-3)の計7点である。いずれも全体を覆う鋳のた

め腐朽が進んでおり、部分的に非常に脆くなっているつ

鱗製品(第371社 381豆、 !塁打仮17-2う 18イ)

本調査で出土した銅製品は、銭貨が3点、煙管の雁首が2}去の計5点で、ある口いずれも第 II層から
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の出土か表面採集によるものである。

銭貨については、 2点(第37図ω1・2、図版17-2イ.2)は「寛永通費j という銭文がほぼ完全に判

読できる状態であるが、もう l点(第37悶“3、図版17-2-3)は、腐食および摩滅の度合いが強く銭種の

判別はできなかった。

煙管の雁首については、 2点とも古泉 弘氏の煙管の編年観によると 19世紀中に製作，使用された

ものと想定される(ド記第24図の煙管の変遷 第VI段階)0 1点(第38図-2、図版18-ト1)は、火皿が

小型で、逆台形を呈し、脂返しの湾出はほとんどなく火聞の下にほぼ直角に取り付いている。もう l点

(第38図向上関版 18-1 -2)もほぼ同形態であるが、羅3・:に取り付く部分が一段太く巻かれた f肩付j

という形状(下記第24図の煙管の変遷 第 r. II 段階)を示す点でやや例外的ではある。

i

円

煙管の部分名称(仮称)[古泉 1985による)

J 

E 

IV I 

V I 

第24図煙管参考図

(4)脅

獣脅(図版18-2)

本調査で出土した骨は、比較的形がしっかりしているものと風化が進んで脆くなり小片化しつつあ

るものを合わせて 10点余りであるが、全て獣骨であろうと思われる。層位的にも近世~現代にかけて

土中に埋もれたか、あるいは家音等を人為的に埋葬したものではないかと考える。
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第3表 SK1γ出土石器観察表

挿番 図 I 番~ 版 I器種
(直

備考

:t=it肱 16.6 凹基無芸撤

25句 2 13四 1-6 石倣 16.6 1 [I_f]基無茎鍛

25-3 13-1-4 石搬 [l:I:1基無茎鉱
13-1ω5 石鍛 |凹基無茎鍛

25-5 13-1-3 石鍛 出基無芸倣

25-6 I 13寸叩2 石鍛 凶暴無茎倣
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第7表遺構外出土陶磁器観察表(3)
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第30図 遺構外出土陶磁器(4)

第8表 遺構外出土陶磁器観察表(4)

挿図図版 l出土 器種
残存部位 計測値目 備 考番 番 地区 口径 底径!器局

30-1 I 14-2-3 I B区丸盟 口縁~底部(10.9)1 (6.8) 1 2.2 世紀の寺内焼系

3ω 叶丸皿 11縁~底部 (9.9) I (5.8) 2.4 119-1日:紀の寺内焼系

30-3 I 15司 1-2I 81玄深血 口緑~底部I(13.8) I (8.4) I 3.9 118~19-!it*己の肥前系

A
守口

U



第2節 /1¥士造物

I1 

¥ 

/ 

/ 

。 lOcm 
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第9表 遺構外出土陶磁器観察表(5)
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第33図 遺構外出土陶蔽器(7)

1 1表 遺構外出土陶磁器観察表(ア)
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第34図 遺構外出土陶磁器(8)

12表 遺構外出土陶磁器観察表(8)

挿 図 図版|出土 l 1同3日汀 f垂 残存部位
計測値[cmJ

{蔚 考
番 番 地区 口径 底径 器高

制 1 6 251y-台血 底部
(8.8) 高台内蛇の目紬剥ぎ

34-2 I 16-2-2 表 蕎麦猪口 口緑~底部 (8.2) I (6.8) I 6.1 染付施文、腰輸局台

34-3 i 16-2-4 1 B 丸出 口縁~体部 (10.4) 型紙転写施文
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Q
U
 

に
U



第2節 1'"士遺物

¥ I 

2
2
2
A
 

，，， ，，， 

/ 

/ 

2 

rl¥¥ 
/ 

第35図遺構外出土陶磁器(9)

第13表遺構外出土陶磁器観察表(9)

挿 i当 ERl榊|残存部位 億 考
番

35-1 16-2-3 C区|瓶 体部 外面染1¥J施文、内面ロクロ白
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第S章 自然科学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

第l宣告 はじめに

御議公図館跡で検出された各遺構に関して、性格や構築時期の解明を目的として、調査実施する。

分析を行う遺構は空堀跡(SOO1)、多量の炭化物と少量の焼十‘が出土する遺構(SX04、SX07)、焼J-と炭

化物の需集域(SX05、SX15)、落とし穴と思われる遺構(SK11、SK16、SK1γ)である。この中でSK17は墓

として二次利用された可能性が指摘されているつまた、調奇区内の段状地形に関しでもその時期推定

のための調査を実施する。以下に分析目的と対象となる遺構、分析手法を述べる口

E 調査区内の地形改装の時期

調査区内で、みられた段状地形が構築(切土ー盛土"整地)された時期として、現代と中世の2つの可能

性があるが、これを検討する日的で放射性年代測定を実施する。

闘遺構の構築年代推定

遺構が利用されていた時期を推定するために、SOOLSX04、SX05、SX07、SX15、SK16の拝遺構を対

象に、放射性炭素年代測定を実施する。

刷遺構の性格や利用j去の推定

遺構の性格や利用法について検討する目的で、SD01は珪藻分析と植物誌駿体分析、SX04、SX05、SX07，

SX15については微総選物抽出向定、SK17ではリン分析、SKllとSK16では灰像分析をそれぞれ実施する。

特にSOOlは埋積時の堆積環境を、SX04、SX05、SXO了、SX15、SK11、SK16については当時の燃料材など

の植物利用について、 SK17は遺体埋納の可能性に着目して調査を行う。

l 試料

分析試料ならびに分析項目は、第17表にまとめる。分析試料ならびに項目の選択にあたっては、先

に述べた目的を考慮した。

2 方法

(1 )放射性炭素年代測定

測定は、側地球科学研究所に依頼したc 前処理として、酸ーアルカリ 酸洗浄を行い、測定は加速

器質量分析(AMS)を用いている。

(2)珪議分析

試料を湿重で;7g前後秤量し、過酸化水素水、指駿処理、 I~ 然沈降法の11慣に物理化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する口検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴ドし乾燥させる。乾燥

後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で泣i浸600倍あ

るいは1000倍で行い、メカニカルステージで、任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200間体以上同定・計数する。種の同定は、K.Krammerand LangeωBertalot(1986・1988・

1991a'1991b)、K.Krammer(l992)などを用いる。

0-5-
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!叶定結果は、海水~汽水生種、淡水~汽水生種、淡水生種の}I民に並べ、その中の各種類はアルファ

ベット!艇に4立べた一覧表で示す口なお、淡水生穫についてはさらにおHかく生態区分し塩分・水素イ

オン濃度(pH)・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出{団体数100{団体以上の試料については、産出率1.0%以上の主要な種類について、

藻化石群集図を作成する。また、産11-¥した化石が現地性か異地性かを判断する目安として完形殻の出

現率を求め考察の際に考慮した。堆積環境の解析にあたって、淡水生種については安藤(1990)、陸生

珪藻については伊藤・堀内(1991)、汚濁耐性については、Asai，rく.&ムWatanabe，T.(1995)、生活型など

についてはVOSうP.C.&DE WOLFう日(1993)の環境指襟種を参考とする。

(3)植物珪酸体分析

植物詩酸体分析は、近藤・佐瀬(1986)の方法を参考にした。数gを 過酸化水素水'塩酸処理、

超音波処理(70Wぅ250KHz，1分向上沈定法、重液分離法(ポリタングステイト，比重2.4)の11債に物理盆化

学処理を行って分離・濃集する。これを検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴ド・乾燥す

る。乾燥後、プリュウラックスで封入しプレパラートを作製する。 400倍の光学顕微鏡下で全面を

し、その陀に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉音15短細胞に由来した植物珪酸体(以ド、短縮胞珪酸

体と n手ぶ)および葉身機動細胞に出来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と 11乎ぶ)、これらの珪酸体

を包含する組織片を近藤 B 佐瀬(1986)の分類に基づいて同定・計数する

(4)灰像分析

灰の保存状態が良好な場合には、一部を採取し、プレパラートにそのまま封入するのであるが、

出のものは保存が悪いためそのままでは難しい。そこで、試料を通常行っている植物詩酸体処理を行

い、同定の際組織片の産状に注目した。これは、植物体が土壌中に取り込まれた後は、ほとんどが土

壌化や撹乱などの影響により分離して単体となるが、植物遺体や植物が燃えた後の灰には組織構造が

植物珪酸体列などの形で残されている場合が多し)(例えば、パリノ・サーヴェイ株式会社， 1993)ため

である。

(5)微細遺物分析

試料を秤量したあと、数%の水酸化ナトリウム水溶液に浸して放置し、試料を泥化させる。 0.5mm

の備に通して水洗し、残j査を集めたあと、残;査を水許し中に投入して、浮遊する炭化物を回収する。炭

化物は自然乾燥させたあと重量を測定し、同定可能なものを抽出する。浮遊しなかった残澄は、双眼

実体顕微鏡で観察し、同定可能な遺物がないか精査する。

(6) 1)ン襲撃分析

リン酸は硝酸.)邑塩素酸分解ーパナドモリブ、デン'酸比色法で、行った(土壌黄分測定法委員会ラ 1981)。

以下に各項目の操作工程を示すG

試料を風乾授、軽く粉砕して2.00mmの簡を通過させる(風j~z細土試料)。風乾細土試料の水分を加熱

減量法(105
0

C、5時間)により測定する。風乾細土試1f2!-2.00gをケルダール分解フラスコに秤量し、はじ

めに硝酸(HNO，)約5mlを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸(HCI0c!)約10mlを加えて再び加熱分解

を行う。分解終了後、水で、100mlに定容してろ過する。ろ液の一之江呈を試験管に採取し、リンi駿発色液

を加えて分光光度計により 1)ン酸(P20S)濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾

土あたりのりン含量(P20"mg/g)を求める。

ーに /1vι士



第2節 分 析 結 果

1 結果

(1 )放射性炭棄年代)n~定

結果を第18表に示す。この中での14C年代値は、試料のI'ICど℃の比からiiiM1にJJo在(m:ifiL¥'1950年)

から何年前(BP)かを計算した年代を示す。半減期としては5568年を用いている。補正14C年代は、試料

の炭素安定同位体比C:iC/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り、 i4C/i2Cの測定値に補正

他を加えた上で、崖11¥した年代である。 δl:iCは、試料の測定 C/12Cを揃正するための日C/1三Cの

比率(千分偏差)である口暦年代は、過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正

を行った値である。補正には、年代既知iの樹木年輸の14Cの測定、サンゴのU-Th年代と 14C年代と

の比較により補正山線を作成し、暦年代を産出する。なお、補正に汗niたデーターベースは，INCAL98

Radio-carbon Age Calib-ration(l998年版)である。

(2)箆藻分析

結51さを第39図-第19表に示す。陸上のコケや士壊表面などの好気的環境に耐性のある陸生珪涼が優

点することを特徴とする。完形殻の出現率は、約709-'bである。主な産出種は、限界iミJt藻のlやでも分布

が隣lllXに限られる A群(伊藤・堀内う 1991)のHantzschIaamphioxys、NavIculacontenta fo. bic己psが

優15し、同じく A群のNavIculamutIca，NeidIum alpInum、水域にも陸域にも生育する陸生珪藻B群(伊

藤・堀内， 1991υ)のNI比tzschI泊ab釘コ万r、eのvγT匂r

schoenf;た"eJderけiなどをf'l半宇う口

(3)撞物珪鶴体分析

結果を第40図‘第20表に示す。植物珪酸体が検出されるものの、保存状態の患いものが多く、表面

に多数の小孔(溶食痕)が認められるロ検出される種類はイネ属、タケ亜科、ウシクサ抜(ススキ属を含

む)、イチゴツナギ亜科などであり、特にタケ亜科の産出が目立つ。また、イネ属やタケ亜科の珪化組

織片もわずかに認められる。

(4)夜像分析

SKl1、SK16ともに珪化組織片は、全く認められなli 0単体のタケ亜科がわずかに認められるに過ぎ

ない口

(5)微細遺物分析

結主Ickを第21表に示す。検出された炭化物は少なく、ほとんど炭化材である。大きさが1"'2mmと撤去IH

なため、種類の特定は難しli 0 

(6) i)ン酸分析

結果を第22表に示すっ比較試料として行っ

土はこれより低しいずれも lmg/gを下回っている

2 考察

(1)遺構の時代観について

放射性炭素年代測定の結果、各遺構から検出された炭化物の時代観を得ることができた。測定値か

は、約1.5mg/gで、ある。しかし、SK17の遺構覆

らすると、縄文時代、，!i墳時代、奈良・平安時代、現代にわかれるようにみえる。しかし、後代の炭

…h
v
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第5章 自然科学的分析

による汚染や占い時代からの炭素の二次堆積などの可能性もあり、時代の推定には他の情報も加味

しながら総合的にとらえてし hく必要がある。 地形改変された土壌に関しては、現在に近い値が

えられていることから、改変された時期は比較的新しい可能性がある

(2)遺構の性格や利用法の推定

担 SD01 

遺構覆土からは、陸上の好気的環境に耐性のあるi往生珪藻カ190%以上と優占する。陸生珪藻の都合

(特にA群)が高い場合、当時の堆積環境は水成堆積したのではなく、陸上の乾いた好気的環境であっ

とされる(伊藤・堀内， 1991)己よって、 SD01の溝内は乾し Eており、風などによって周囲から土壌が

運ばれながら埋積が進んだことが推定される。一方、検出された植物珪酸体の種類はタケ亜科、ウシ

クサ族(ススキ属を含む)、イチゴツナギ亜科などであり、これらが周囲に生育していたものと考えら

れる口いずれも人里など開けた草地によく見られる種類である口また、イネ属の珪化組織片もわずか

に認められたりイネ属の植物体、すなわち稲葉は農耕地に残されるだけでなく、構築材や燃料材など

の生活資材として利用される。今回検出されたイネ属珪酸体は、こういった資材に由来する可能性が

ある色

制 SX04、SX05、SX07、SX 15 

liずれの試料も、水洗後の残澄では、炭化物があまりみられなかった。分析前の土壌を見た限りで

は、もう少し多いようにも感じたが、水洗後の残j宣は少なかった。おそらし炭化物の保存が悪く、

水洗によって分解されてしまったと考えられる口したがって、今回の手法では、遺構の性格に関する

有用な情報を得ることは難しかった口

お SK 11、SK 16 

分析の結果、イネ科と思われる組織片はみられなかった。このことから、炭化物の由来がイネ科以

外の植物に由来する可能性もある。今回の手法では、遺構の性格に関する有用な情報を得ることは難

しかった。

. S K 17 

今回は、遺体埋納推定を目的としJて土壌理化学分析を行った。分析を行ったリン酸は土壌中

的に存在する元素である。しかし、これらは生物に取り込まれて濃集されることから、遺体などが埋

葬されている場合、{也の地点より相対的に高くなると考えられる。今回の分析成果をみると、値のば

らつきが比較的小さしまた対象試料とした基本土層の値よりも低いことから、周溝内の覆土が本質

的に持っている含量に近いと思われる。このように、今回の結果から、遺体埋納の可能性を推定する

ことは困難である口ヒトなどの大型の場合は、豊島馬場遺跡の例にあるように(辻本 3 小林， 1995)、

ある程度範囲をもって濃集部があると考えられる口今後、平面的に分析点数を増やすなどの方法も試

みる必要があろう。

-66-



分析結果第2節

分析試料一覧表

分析 Jfl 日
生ド JI~ 11ft j:Jミ ?詰i
代 、イ、，不φs一ζ ， 物 像 ン 自111
担IJ 分 正I~ ノ';} ノ';} 造

ぷ料ffi:号 試料名など 試料の買 I主 tlr 義主 初7 J斤 物
体 ';) 犬、

/ノ]、

1行

第2基本 LJ母(日開)内保取炭イ七物 tJ之イじ物 。
2 第3本木 I:-.If雪 (IIJ同)内原取炭他物 炭ft物 。
3 南端部ァツス状地i~lltlLLi fm採取iJ!-(七物

炭イじ七4物7;J 
。

4 SDOH立上中採取炭f七物 eU n 
5 SX04t主上，11採取i尖{じ物 j

炭出じ迎物

n 
6 SX051立十件lf采取炭化物 。
7 sxon豆土中採取炭イ七物 炭化物 。
8 SX15fXl 1二件'，tì~取炭f七彩J 炭也七1物2 

。
9 SK16iXlUr民主以iiJ:ti七物 。 。
10 u蒋 土1m
11 IIJ官j 土Ji~ u 
12 第3基本上層の上層サンプル IIII吾 土_t~

13 NWi 仁I亙
14 VJ雪 [~ 

15 SD01龍一仁サンフル Is 主 。u 
16 SX04罷仁サンプル(焼トを含む)

受話一付予戸、

。
SX凶器土サンプル(焼 1:を含む) 。

18 SX07謹 tサンノル 地十手手先す¥') 。
19 二lt1flill二部
20 北側下部

21 SKll 笹 1-サンプJL--

，1:1央上部 n 
22 '1'火 F部
23 mflllll-_百五
24 南部IJ下部i
25 SX15サンプ11/(ねU:を戸fむ) 。
26 最上勝部 u 
27 '1' L層部 U 

28 SK17窪仁サンプル 巾央層部 。
29 中下層部 。
30 最 F層部 n 

子7 日j- 点数 9 i “ ワ 6 

17表

Code No. 

Beta -136312 

Beta-136313 

B巴ta-136314

Beta-136315 

Beta-136316 

Beta -136317 

Beta-136318 

Beta-136319 

(95%区間推定)

cal AD 1680~ 1745 Cal BP 270~ 205 

cal AD 1805~1935 Cal BP 145~ 15 

cal AD 970~ 1160 Cal BP 980~ 790 

cal AD 1650~ 1950 Cal BP 300~ 0 

cal AD 1530~ 1545 Cal BP 420~ 425 

cal AD 1635~1950 Cal BP 315~ 0 

cal AD 615~ 765 Cal BP1335~1185 

cal AD 440~ 670 Cal BP1510~1280 

cal AD 1030~ 1235 Cal BP 920~ 715 

cal AD 585~ 990 Cal BP1265~ 960 

放射性炭素年代測定結果第18表

(y.B.P) (Permill (y.B.P) 
試料の内容など番号

100 i: 30 一25.5120士30第 2基本土層 (III習)内採取炭化物

1000 i: 50 

150士50

-26.1 

-26.8 

1020土 50

180 i: 50 

第3基本土層 (II層)内採取炭1t物

南端部テラス状地形地山間探取炭化物

2 

3 

190 i: 60 

1360士50

1470 i: 60 

890士40

1190 i: 50 

-28.6 

-25.5 

-27.0 

-28.6 

-26.0 

250土 60

1370 i: 50 

1500土 60

950土 40

1210 i: 60 

SD01覆土中採取炭化物

SX04覆土中原取炭出物

SX05覆二L中採取炭化物

SX07覆土中採取炭化物

SX15蓮'-，'11保寂 JJ)毛色物

4 

r
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Q
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として百分率で算出した。いずれも ]00個体以上検出された試料について示す。なお、舎は 1%未71日jの種類を示す。

主要珪藻化石群集第39図

珪藻分析結果

生態性 環境
試*4No.15

4重 SDOl覆土
塩分 pH 流水

指標種
4アンプゾレ

AEJI1M0IE2o2ebojIlieiPs AvlsiAtr"{ejaijJg(よG旦ruニjllL-)5R見osiZs主ーー四 QOigzhk-盟h主o主b aincd -1 1 lin-Pd h 
S 2 
T 2 

Caloneis aerophila Bock Ogh-ind al-il ind RA 3 
Caloneis largerstedtii (Lagerst.)Cholnoky Ogh-ind al-il ind IS 2 
Eunotia exigua (Breb.)Grunow Ogh-hob ac-bi l-phlP 2 
GoInphomIEa paW111um i(11etzi1)1g G Ogh-ind ind ind IU 
Hantzschia amphioxys (Ehr.)Gr凶10W Ogh-ind al-il ind RA，U 29 
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA，T 2 
Navicula contenta fo. biceps (Arnott)Hustedt Ogh-ind al-il ind RA芳T 37 
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA，S 9 
Navicula saxophila Bock Ogh-ind ind ind RB 2 
Neidium alpinum Hustedt Ogh一国立 日lk ind RA リ「

NItzschia brevissima Grunow Ogh-ind al-il ind RB，U 7 
Nitzschia debilis (Arnott)Grunow Ogh-ind al-il ind RB，U 1 
Nitzschia spp. Ogh-unk unk unk 2 
Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA 2 
Pinnularia obscura Krasske Ogh-ind ind ind RA 3 
Pinnularia schoenfelderi Krammer、 Ogh-ind ind ind RI 9 
Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-i 1 ind RB，S 3 
Pinnularia spp. Ogh-unk unk 国lk
S土auroI.l~i_s obtusa Lag里r一位edt 旦gh---jndind ind RB 5 

第19表
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海水生種合計
海水~汽水生種合計
汽水生種合計
淡水~汽水生種合計

C. R. : i流走水にt払対、1する適!応必性
l一ph 立好子 I1二7オ1，くく('1性i
i山nd 流水不定性極
unk : i流五;J(不明種

pH :水素イオン器渡に対する適応性
al-bi : t:iアルカリ件持
al-il 好アルカリ性極
ind : pH不定性種
ac-il 好|般性種
unk : pH不明穐

凡例
E孔温 R. 塩分潤支に対対-する引j邸五包む、"

Og帥h一問h川号けh :淡7水1<く一汽7水1<く生種
Ogh-ind :酎昆不A'I.tj:挿
Ogh-hob :釦昆嫌塩性種
Ogh-unk :貧塩不明種

主Watanab号ヲ T.， 1986) 

環境指探題昨
P:高層湿原指標種(安藤， 1リ99刊0)
3止:好汚濁湖{十V刊件‘"1:乍F守午乍i主1-ら持，干挿F陪革乱， u止:広I域耳j!~適過!応Jδか訓包む剖'1性i
R:陸生士珪圭藻 (RA:A群， RB: B r群非， Rll祥、 伊藤ー 堀内， 1991) 
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分析結果第2節
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出現率は、イネ科葉部短縮胞珪酸体、イネ科薬身機動細胞珪酸体の総数を

基数として百分率で算出した。なお、審Oは1%未満の種類を示す。また、

組織J'iの産状を検出個数により十の記号で訴す。

植物珪酸体群集と組織片の産状第40図

植物旺酸体分析結果第20表

羽田極上
サンプル

イネ科 ~r'部短最III胞珪酸イオニ
イネ族イネ属 3 
タケflE科クマザサ属 12 
タケ盟科 167
ウシクサ旗コブナグサ属 l 
ウシクサ族ススキj高 2 
不明キピヰ'{ 27 
不明ヒゲシパ型 l 

m問主~llZ~::"え乏21--ーーーー嗣舗網刷機幽幽聞値目四回目悶叩闇四悶偏闇;ょ
イネ科葉身機動細胞JI~機体
イネ絞イネj員

タケfiE科クマザサ属
タケ rlti*，~
ウシクサ族
不明

6 
113 
2 
9 

強需品
ザ

t
m
1
・

224 
131 
355 

3 
3 

三入 三三i
口i

イネ.f31葉部短長m胞1t礎体
イネ科葉身機動細胞誌~l主体
総計

組 織
イネ属短細胞列
タケ亜科短細胞列

第21表微細遺物分析結果

E 試料番号| 試料名など

16 ISX04覆j-サンプル(焼上を含む)

17 ISX05覆土サンプル(焼土を含む)
18 ISX07覆土サンプル(焼仁を含む)
25 ISX15サンプル(焼士を含む)

リン酸分析結果

試料No.ll試第3基料本土層名サンプル
L-_ 性 Jニ 色 P205(mg/g) b情 _J弓~-

SiCL 10YR4/2 灰賛掲 1.47 
試料No.26 SK17覆上サンプル SiCL 10YR4/4 掲 0.63 
試料No.27 SK17覆土サンプル HC 10YR4/3 にぶい黄褐 0.64 
試料No.28 SK17覆土サンプル HC 10YR4/3 にぶい黄褐 0.68 
試やI-No.29 SK17覆土サンプル HC 10YR4/4 ネ島 0.73 
試*-'1No.30 SK17覆土サンプル HC 10YR4/4 褐 0.95 、 L 晶 一 、" ..，-持軍.....-.-....、H_ ， 畠明司..， ，， _......".r 炉""晶 " ， ...;，、_^ ...，_，_"，. rτで，_"一一 ~ ~ ~~咽守、

第22表

.土壌調査ハンドブック(ペドロジスト懇談会編， 1984)の野外土性による。
SiCL・・・シルト質瞳壌土(粘土15'"'-'25弘、シルト45'"'-'85見、砂0'"'-'40%)
HC.. .重油 i二(粘土45~100弘、シルト 0'"'-'55%、砂0"'-'55%)

円
一
日

U

円

h
u

( 2 ) 



第5章 自然科学的分析

参考文献

安藤一男 i?ø~ ノド崖五iii壌による時域指標f:fl~併の設定と市環境復えへの応用J 東北地理 42 p.73司 88

1990(王子1&:2)年

. AsaしK.and Watanabe‘T. (1995)Statistic Classification of Epilithic Diatom Species 

into Three Ecological Groups relating to Organic Water Pollution (2) Sapγophilous 

and saproxenous taxa. Diatom， 10， p.35司 47

-土壌設分測定法委員会編 f土壊設分分析法~ 440p 蓑賢'!it 1981(1昭和56)年

. fJJ I時 iミ永・lJ:i\内;iI主示 II~往生時誌の現在に於ける分干IJ と i1î 環境解析への応用 J 詑部学会誌 6

p.23司 45 1991 (、1'-成 3)年

・近藤掛!三・佐瀬 |堤「植物.ft酸体分析，その特性と応用J ['第 VY 紀研究~ 25 p.3卜64 1986(r昭和61年)

. Krammer宅 K.and Lan日e四 Be1'talot‘日 (1986)BacillariophyceaeラTeil1、Naviculaceae

Band 2/1 von:Die Suesswasserflora von Mitteleuropa‘ 876p.司 GustavFischer Verlag. 

Kra111l11erヲK.and Lange司 Be1'talo仁日. (1988)Bacillariophyceae，Teil 2，Epithe111iaceae， 

Bacillariaceae司 Surirellaceae. Band 2/2 von:Die Suesswasserflora von Mitteleuropa， 

536p.， Gustav Fischer Verlag 

iく1'a111111er、K.and Lange-Bertalot，H. (1991a)Bacillariophyceae. Teil 3、Centrales、

Fragilariaceae.Eunotiaceae. Band 2/3 von:Die Suesswasserflora von Mitteleuropa， 

230p.司 GustavFischer Verlag 

. Krammer，K. and Lange-Bertalot，H. (1991b)Bacillariophyceae，Teil 4，Achnanthaceae， 

Kritsche Ergaenzungen zu Navicula(Lineolatae)und Gomphonema. Band 2/4 von:Die 

Suesswasserflora von Mitteleuropa， 248p.、GustavFischer Verlag 

. Krammer、K. (1992)PINNULARIA， eine Monographie der europaischen Taxa. BIBしIOTHECA

DIATOMOLOGICA BAND 26， p.1-353. ， BERLIN'STUTTGART 

. Lange-Bertalot，H.unter Mitarbeit von A町 Steindorf(1995)RoteListe der Kieselalgen 

(Bacillariophyceae) Deutschlands. Schr.-R.f.Vegetationskde.H.28 000-000 BfN， 

Bonn-Bad Godesberg p.1ω31 

・農林省農林水産技術会議事務局監修 f新版標準土色rlJ11d 1 9 6 7 (昭和42)年

・パリノ・サーヴェイ株式会社 f自然科学分析からみた人々の生活(l)J慶臆義塾藤沢校地埋蔵文化財調査室編

『湖南藤沢キャンパス内遺跡第 1巻総論.1 p.347-370 J菱熔義塾 1993(平成5)年

・ペドロジスト懇談会新i"士壊調査ハンドブック~ 156p 博友社 1984(昭和59)年

-辻本崇夫・小林 高「豊島馬場遺跡における周溝内坦l葬について 一土壌分析結果を"，心として -J

豊島馬場遺跡(本文編)北区:LfJ1)域文化財調査報告 16集 p.368-371 東京都北区教育委員会

1995 (、ド成7)年

. Vos，P.C. and H.de Wolf(1993lReconstruction of seclimentary environments in Holocene 

. costal depositsof the southwest Netherlands; the Poortvliet boring唱 acase stucly 

of palaeoenvironmental diato111 research. Twelfth International Diatom Symposiumヲ

p.297-296 

nu 
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御獄公園館跡:は、第3章で既述のとおり通称 f御獄公関j と呼ばれている台地とその周辺域叶?で、

東西約800m、南北約500m を?~!U VJ， i面積にして約400.000m
2
の広がりを有する非常に大規模なものと

なっている。しかし、今回の調査区は主要部と見られる区域の南西側斜面中腹(標高63'"'-'73m)に位置

し、面積は8ι00ぱで、館跡全体の推定規模に対して {~í~ か2%余りに過ぎな~ i 0 その調査結果について

は、第3:辛および主主で詳細に述べてきたとおりである口そこで、本主主では調査区外にも目を向け

て、下!こ1-1世の館跡であるということに視点を絞って述べてみたいと思う。

街i街:公園1)すには現況で確認でき得る、かつて館を構成していたに違いないと判断するに難くない人

工施設的地形が、被林による杉林や雑木林となっている山林および背丈の高い雑草が生しり支る原野に

よって大部分覆いがJ卦けられているが、その隙間を縫って方々で素顔を覗カ通せている o 1:9然の地形を

巧みに利用して部分的には帯Etl!輪様や腰出輸様の段築、ブ長怠II凌な斜面をさらにきつい傾斜にした切

岸、部分的に土塁を伴う空i局、そして極め付きは、段築と石間いによって方形に区画された1111輪若手で

みる。昼なお薄11古~ 1杉本立の裾に繁茂する下草に覆い箆されているが、その聖域とも言うべき一角に

一ー歩足を踏み入れると、整然と重なり合う曲輸の群れの中には漂とした空気が漂い、{可か張り詰めた

気配すらJEEじさせる。兵どもが残せし遺産の重みであろうか口

このような館跡の横顔とも言うべき人工地形をで、きる限り漏らさず記録すべく、空撮と地上踏査お

よび先波測量を駆使して第6図のような現況地形図を作成したところ、まず第uこ、段築の数の多さ

と、薬研堀状(断面1肢が V字)を註する$#討が、欝蒼とした雑草の rl~1 にあってもしっかりとその存在を

確認できたことは驚きであった。第2に、作成された地形図を「縄張図」として見たとき、事前に日

を通しておいた『秋田県の中世城館』に幾例かの類似、する凶が掲載されていたのを想起させられた口

そのl例目は合川町に所在する杉館である。比高およそ45mの連事I)tl=.形状を呈し、全体が主郭と回郭

および東部腰r1:1:1iIi命から構成される。主郭は東西40'"'-'45m、南北25'"'-'30mの出輪状平担面で、長方形を成

し、その西側に2条の空}屈があって西郭に連なる。東部の腰出輸はア段に分かれて主郭に連結する口

四万は沢になって天然の堀を成す。合川の中心部より米内沢方面を遠望できる要衝である。 2例目は

同じく合川町に所在する西根回館である口北流する小阿仁川左岸西根田地区の西、標高108'"'-'124mの

丘陵上に位置する。北部苗代沢側の郭は落長根の館と称され比高およそ80m、主郭は東西およそ30m、

南北およそ 18mの台地で2条の空i屈を配し、南部湯}目立側の郭はよじ高およそ 100mで、西根出の穏と称さ

れ、東西およそ 15m、南北およそ8mの長方形状の6段の腰出申告状平垣間から構成され、北側尾根に3

条の空堀が見られる。 3例目は鹿角Tilに所在する長嶺館である。比高20r--.-40mで、5つ前後の郭が連続

して認められる。これら連郭の西側斜面に5----6段にも及ぶ帯出輸が設けられている。郭間には空堀

が設けられているかあるいは急斜面となっている。 4例目は男鹿市に所在する脇本城跡である。 I司城

跡は、平成7年2月の男鹿市文化財-指定のあと、平成9年3月には秋田県文化財の指定も受ける史跡

となっている。脇本城は日本史上でも注目される位置を l~îめていた城であり、国指定文化財の可能性

も指摘されている城跡で、詐111訣公函館跡と比較類推するにはいろいろな意味で完成度が高すぎるので

はあるが、その多方面かつ多岐にわたる計画的な調査研究の成果から多くの示唆を与えられているこ
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とは間違いないところである。脇本城跡で注'='したいのは移しい数の出11前群を持つということである口

特に兜ケ 111奇Iltr!li自群の南側から東側にかけて造成された見事な!J要rltl!Ij命群は、同域内のIJ嬰出i陥のrllで最

も丹念に造られており、城下町ゐ通ら遠望する者ばかりか、城内から仰ぎ見る者・に対しでも威圧J惑を

えずにはおかなし 30

以上、館跡の構成要素としての現況地形を純張り調査という視}~、同通ら捉えて、笹1I獄公闘館跡と比較

できる4例について紹介してきたが、立地環境について共通して言えることは、舌状台地や丘陵状台

地等の自然の地形を上手に利用し巧みに館が構築されているという点で、ある。この点で御議公園館跡

も 1~1 然地形を見事に利用して無駄なく、無理なく広大な築館に奏功していたといえるのではないだろ

うか。また、敢えて逆の見方をするならば、幾重にも連なる空堀や土塁、数段に及ぶ見事な曲lli命群な

どは、石積み技法を持たない東北の築城技術における最高の発展段階を示すものであり、連続する人

工地形によって長大な壁而を構成するようなものは、まさに石積みや石恒による時面処理に持わるも

のであったと評価することができょう。

最後に、男鹿市文化財調査報台第 19葉 ~Htm本城と脇本城跡J の中に非常に興味深い記述があった

ので、以下にその幾つかを引用して本主主の結びとしたし i0 i連続竪J1n¥.竪土塁群は、斜面を上り来る敵

に対する備えであると同時に、域外からの往来人に対する脇本城主の権威誇示の舞台装置のlつでも

あったj、「尾根裾・ JJ話底・谷などから脇本城の諸!副総を仰ぎ見させることによって、人々にその威符

を眺望させるj、「脇本城の巨大さとその荘厳を演出する役割を果たす装置J、「竪堀竪土塁状遺構の長

大の特徴は、見る人に対する“見せびらかし"であり、 “権威の象徴"であり、“権力の威容を漂わせ

ること"を志識したなかで作り出されたものj、「脇本城は“見せる城n として、遺憾なくその機能を

発揮した」等々である。御議公開館跡の全貌および詳細については不明な点が多いが、何か脇本城跡

に共通する匂いが漂っている、というの 寸邑ぎであろうか。
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1. 段状地形調査前紋況

2 段状地形と

塁本土層観察局トレンチ

3.作業風猿
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1. SX05J置認状態

2. SX04確認状態

3. SX07半磁状態



1. SXI5確認状態
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2. SX15半穏状態

3. SK17完銀状態
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1. $1(18完I!U丸態

2. SK20完信状態

3. $1(11完熔状態
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2 鉄製品(蹄鉄、鍬)
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幼 μm

1141 

2クマザサ制組制随時自主体(SDOI:No.15l lイ;t.Oi焔車!Illlil例IJ{SDO1 : No.15) 

4. クマザサ腕機動細胞~!司自体\SD0 1 :No.I5) 3.9ケ鋭利傾細胞列(S口01:N~)5) 

6.C81ol噌 iSaerophila 8ock(SDOI :No.I5) 5 タケ~科機動細胞磁厳体(SOO I :ぬ 1 5)

8.Na吋culaco川 en回 Gnmow(SDO1 : Nα15) 

10.阿nnular.ia州 0"巾'IderiK...mmer(S∞1 :ぬ15)

J 2.Stauroneis oblU抽 Lag照時ledl(SDOI:No.I5) 

i Navicula mUlica Kuelung(SDO 1 : No. 1 51 

9. Neidiun、alρinumトlust虻iI(SOOI:ぬ15)

J 1. Pinnutaria obscl!問 Kr.描 ke(SDOI:II'o.J 5) 

14.状況写真(SKI6:ぬ9)13. HaOl時chia刷、phioxys(Ehr.)Gn，now(SDOI :No.I5) 

1・2.3・4.5摘物議酪修

。6.7. 8・9.10.11・12.13 逢藻化石

.11物廷畿体 I圭~化石 e 灰像分析プレパラー ト内の状況

灰畿分街状況 :14 
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!謡館跡

二子014-0802 秋田県{lll北郡仙北ITIT払間字牛崎20 TEL 0187-69-3331 

西暦200]年3月

ふりがな コード
東経 I 調査期間 I調査面稿ば| 調査原閃

市[IIT村 遺跡番号|

秋田県由利郡 05403 39
0 

139
0 

19990607 8.400 ぱ 緊急地方道

象きさ潟カ=た町まち字あざ横よこ山やj

路整備事業
11' 55' 象潟矢島線

138外 199910131 
に係る事前

50" 16" 発掘調査

所以遺跡名

土坑(臨し穴)
堀跡

土塁

溝跡

土坑
十iう'(様ピット

御議公園館跡

陶磁器'石製品

鉄製品

銭貨・煙管

骨(I1Fl-j乳動物)

時期不明[ 性格不詳遺構



あとがき

発掘調査の準備から実|擦の調古、そして報告書;の作成から刊行に至るまで、実に多くの方々からご

協力とご指導を賜り、また、支えていただきました口そ の万マに厚くお礼申し上げます口誠に

ありがとうございました。

になりましたが、発掘調査及び喜望理作業に携わり、ご尽力くださいました皆様に、お名前を記

して深甚なる感謝のj立を しま (五十音順、敬称111告)

(調査参加者) 池田トキコ 小野寺ミヤコ 木内サト 今 野 ひ と み 斎 藤 明 美

斎藤幸子 粛、藤フジエ斎藤義子佐々木美代佐藤敏子

佐藤百合子官原 須田 カツ子須田タヅ子須藤真 本間

村上カネノ 横山敏子阿部忠治油田保雄太l土i新一

小笠原 斉藤 勇斎藤久治斉藤一郎斎藤隆志爾藤孝志

斎藤矢1:1加良斉藤春雄佐々 木 浩 一 佐 々 木 材1:吉佐々木定男佐々木正治

佐々木悌造佐々木正男佐々 木 好 哉 佐 藤 勇 治 佐 藤 裕 介 篠 原 辰 雄

須田 須藤文男竹内 安治 竹 徳蔵富樫恒雄長谷部雄一

前仕i 健村 i二忠蔵村 i二 光 信 安 田 謙 造 ;1黄IJI 健-

(整理参加者)樫尾智恵子竹村 和子本間美紀子

秋田県文化財調査報告書第311

御議公園館跡

一緊急地方道路整備事業象潟矢島線に係る

埋蔵文化財発掘調査報告書
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秋田県埋蔵文化財センタ一

千014-0802仙北部{!lJ北町払田字牛崎20番地
(0187)69-3331 FAX(0187)69-3330 

秋田県教育委員会

干010-8580秋田市山王三丁目 1番1
電話(018)860 5193 FAX(O 18)860 -5886 
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